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(57)【要約】
【課題】容易な操作でより所望の調光率・色調を記憶さ
せることが可能な照明装置を提供する。
【解決手段】照明装置は、自動で調光率や色調が変化し
ているときに「お気に入り登録」ボタンの押下を受け付
けると（Ｓ１７でＹＥＳ）、その時点での調光率、色調
を当該ボタンを特定する情報と関連付けて記憶する（Ｓ
１８）。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　色温度の異なる複数の発光部と、
　前記複数の発光部の各々の発光出力制御を実行するための制御回路と、
　指示入力を受け付けるための操作手段とを備え、
　前記制御回路は、
　所定のモードの指示入力を受け付けると、前記複数の発光部のそれぞれの調光率を自動
で連続的に変化させる第１の制御と、
　前記第１の制御下で登録を指示する指示入力を受け付けると、前記指示入力を受け付け
た時点での前記複数の発光部のそれぞれの調光率を登録情報として特定する第２の制御と
を実行する、照明装置。
【請求項２】
　前記登録を指示する指示入力は複数の登録番号のいずれかを特定する情報を含み、
　前記制御回路は、前記第２の制御において、前記指示入力に含まれる登録番号に関連付
けて前記登録情報を特定する、請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記登録情報を記憶するためのメモリをさらに備え、
　前記制御回路は、前記登録情報を特定して点灯する指示入力を受け付けると、前記メモ
リを参照して、前記複数の発光部のそれぞれを記憶された調光率とする発光出力制御を実
行する、請求項１または２に記載の照明装置。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、照明装置に関し、特に発光ダイオード（ＬＥＤ（Light Emitting Diode）
）を光源とする照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の照明装置は、白熱電球や蛍光灯を使用したものが一般的であり、点灯、消灯、出
力調整による調光、常夜灯（豆球）の点灯などがあった。
【０００３】
　近年、発光ダイオード（ＬＥＤ）の進化がめざましく、高輝度・高出力でさまざまな波
長出力を持つＬＥＤが実用化されてきている。このようなＬＥＤを用いた照明装置におい
ては、点灯や消灯などの操作だけでなく、波長の違うＬＥＤを組み合わせて各々の出力を
調整することにより、使用者は照明の色調も自由に変更することが可能である。
【０００４】
　一方で、照明装置には、ユーザが好みの調光レベルを登録することが可能なものがある
。たとえば特開２００６－１７９３５０号公報（以下、特許文献１）は、ユーザが操作部
を操作して好みの調光レベルとした後に記憶させるための操作を行なうことで、その調光
レベルを記憶することができる照明装置を開示している。この場合、次からは、所定のボ
タンを押すだけで記憶させた調光レベルで点灯させることが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１７９３５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１のような登録方法では、ユーザが所望の調光レベルを設
定する必要がある。そのため、特許文献１の技術を用いると、たとえば自動調光中の好み
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の調光レベルが見つかった場合、ユーザは、後からその調光レベルを設定する必要があり
、所望の調光レベルを設定することが難しい場合がある、という問題があった。
【０００７】
　本発明は、上記のような問題を解決するためになされたものであって、容易な操作でよ
り所望の調光レベル（調光率）を記憶させることが可能な照明装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のある局面に従う照明装置は、色温度の異なる複数の発光部と、複数の発光部の
各々の発光出力制御を実行するための制御回路と、指示入力を受け付けるための操作手段
とを備える。制御回路は、所定のモードの指示入力を受け付けると、複数の発光部のそれ
ぞれの調光率を自動で連続的に変化させる第１の制御と、第１の制御下で登録を指示する
指示入力を受け付けると、指示入力を受け付けた時点での複数の発光部のそれぞれの調光
率を登録情報として特定する第２の制御とを実行する。
【０００９】
　好ましくは、登録を指示する指示入力は複数の登録番号のいずれかを特定する情報を含
み、制御回路は、前記第２の制御において、指示入力に含まれる登録番号に関連付けて登
録情報を特定する。
【００１０】
　好ましくは、照明装置は登録情報を記憶するためのメモリをさらに備え、制御回路は、
登録情報を特定して点灯する指示入力を受け付けると、メモリを参照して、複数の発光部
のそれぞれを記憶された調光率とする発光出力制御を実行する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の照明装置は、自動的に連続して調光率・色調が変化する中に所望の調光率・色
調があった場合に、容易な操作でその調光率・色調を登録することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施の形態に従う照明装置１の外観構成図である。
【図２】本発明の実施の形態に従う照明装置１のハードウェアを説明する概略ブロック図
である。
【図３】本発明の実施の形態に従うＬＥＤモジュール３１，３２の構成を説明する図であ
る。
【図４】ＬＥＤモジュール３１，３２が照明装置１に配置されている場合の一例を説明す
る図である。
【図５】本発明の実施の形態に従うリモコン５０の外観構成図である。
【図６】本発明の実施の形態に従うリモコン５０のハードウェアを説明する概略ブロック
図である。
【図７】本発明の実施の形態に従う照明装置１のメインフローを説明する図（その１）で
ある。
【図８】本発明の実施の形態に従う照明装置１のメインフローを説明する図（その２）で
ある。
【図９】本発明の実施の形態に従う点灯調整モードの処理を説明するフロー図である。
【図１０】本発明の実施の形態に従う色調の変化を説明する図である。
【図１１】本発明の実施の形態に従う光環境制御モードの調光率を説明する図である。
【図１２】光環境制御モードの各期間における照明部３０の動作を説明する動作テーブル
図である。
【図１３】期間ｔＡにおける本発明の実施の形態に従う昼光色および電球色の調光率のグ
ラフを説明する図である。
【図１４】期間ｔＣにおける本発明の実施の形態に従う昼光色および電球色の調光率のグ
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ラフを説明する図である。
【図１５】期間ｔＥにおける本発明の実施の形態に従う電球色の調光率のグラフを説明す
る図である。
【図１６】期間ｔＥにおける本発明の実施の形態に従う電球色の調光率の別のグラフを説
明する図である。
【図１７】本発明の実施の形態に従う光環境制御モードのフローを説明する図である。
【図１８】本発明の実施の形態に従う我が家流設定における起床時刻、夕食時刻、就寝時
刻の設定時刻について説明する図である。
【図１９】本発明の実施の形態に従うリモコン５０の液晶パネル５２における我が家流設
定の画面について説明する図である。
【図２０】本発明の実施の形態に従う我が家流設定のフローを説明する図である。
【図２１】本発明の実施の形態に従うエコ点灯モードにおける調光率のグラフを説明する
図である。
【図２２】本発明の実施の形態に従うエコ点灯モードの処理を説明するフロー図である。
【図２３】ステップＳ１６８の減光処理のサブルーチンを説明する図である。
【図２４】照度レベルの設定を説明するための図である。
【図２５】明るさレベルと登録された明るさとの対応の一例を示す図である。
【図２６】本発明の実施の形態に従う照度センサモードのフローを説明する図である。
【図２７】本発明の実施の形態に従う照度センサモードのスタート時の制御を説明する図
である。
【図２８】本発明の実施の形態に従う照度センサモードの通常制御を説明する図である。
【図２９】本発明の実施の形態に従うタイマモードのフローを説明する図である。
【図３０】本発明の実施の形態に従う入タイマ設定画面および切タイマ設定画面を説明す
る図である。
【図３１】本発明の実施の形態に従う留守タイマモードのフローを説明する図である。
【図３２】本発明の実施の形態に従う留守タイマターブルについて説明する図である。
【図３３】本発明の実施の形態に従う明るさプラスモードのフローを説明する図である。
【図３４】本発明の実施の形態に従うＰＷＭ制御回路２３から出力されるＰＷＭパルスの
生成を説明する図である。
【図３５】本発明の実施の形態に従うＰＷＭ制御回路２３から出力されるＰＷＭパルスＳ
１，Ｓ２を調整する場合のタイミングチャート図である。
【図３６】本発明の実施の形態に従うＰＷＭパルスの周期期間Ｔにおける点灯期間Ｔｏｎ
のデューティ比を調整した場合におけるＬＥＤモジュール３１，３２の調光率の変化を説
明する図である。
【図３７】本発明の実施の形態に従うＬＥＤモジュール３１（昼光色ＬＥＤ）に対して実
際に計測した調光率とＰＷＭパルス値との関係を説明する図である。
【図３８】本発明の実施の形態に従うＬＥＤモジュール３２（電球色ＬＥＤ）に対して実
際に計測した調光率とＰＷＭパルス値との関係を説明する図である。
【図３９】ＬＥＤモジュール３１，３２の出力特性線の近似式を説明する図である。
【図４０】本発明の実施の形態に従うＬＥＤモジュール３１の出力特性のばらつきを考慮
したＰＷＭパルスの出力を説明するフロー図である。
【図４１】本発明の実施の形態に従うリモコン５０でのコマンド送信処理を説明するフロ
ー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。以下の説明では、同一
の部品には同一の符号を附してある。それらの名称および機能も同じである。したがって
、それらについての詳細な説明は繰返さない。
【００１４】
　図１は、本発明の実施の形態に従う照明装置１の外観構成図である。
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　図１を参照して、本発明の実施の形態に従う照明装置１には、本体部を取り付けるため
のシャーシ２と、シャーシ２とともに本体部全面を覆うカバー８，９とが設けられている
場合が示されている。本例においては、一例として、照明装置１のシャーシ２が天井に取
り付けられているものとする。
【００１５】
　カバー８は、光源としての照明用のＬＥＤモジュールが配置される領域に対応して設け
られる。当該カバー８の領域から光が照射される。
【００１６】
　カバー８の中央付近に設けられている別のカバー９は、ＬＥＤモジュールを制御する基
板等の制御装置が配置される領域に対応して設けられる。当該カバー９に対応する領域に
は、ＬＥＤモジュールは設けられていないため光は照射されない。
【００１７】
　また、当該照明装置１を操作するための携帯型のリモコン５０が設けられている。リモ
コン５０を操作することにより照明装置１に対して各種動作指示を与えることが可能とな
る。リモコン５０の詳細については後述する。
【００１８】
　図２は、本発明の実施の形態に従う照明装置１のハードウェアを説明する概略ブロック
図である。
【００１９】
　図２を参照して、本発明の実施の形態に従う照明装置１は、電源回路１０と、照明制御
部２０と、照明部３０と、インタフェース部４０とを含む。
【００２０】
　電源回路１０は、交流電源入力（ＡＣ入力）（１００Ｖ）を受けて直流電圧に変換して
装置の各部に電圧を供給する。なお、本例においては、一例として制御電源供給回路２１
および照明部３０のみに電圧が供給されているように示されているが、特にこれに限られ
ず、他の部位に対しても必要な電圧が供給されるものとする。
【００２１】
　照明制御部２０は、電源回路１０から供給される電圧をＣＰＵ２２に供給するために調
整する制御電源供給回路２１と、照明装置１全体を制御するためのＣＰＵ（Central Proc
essing Unit）２２と、ＰＷＭ（Pulse Width Modulation）制御回路２３と、信号受信部
２５と、ＳＷ入力部２６と、水晶発振子２７と、照度センサ２８と、メモリ２９とを含む
。一例としてＣＰＵ２２とメモリ２９とＰＷＭ制御回路２３とはマイコン（マイクロコン
ピュータ）によって構成される。
【００２２】
　ＣＰＵ２２は、各部と接続されるとともに、照明装置１全体を制御するために必要な動
作を指示する。
【００２３】
　ＰＷＭ制御回路２３は、ＣＰＵ２２からの指示に従ってＬＥＤモジュール３１，３２を
駆動するために必要なＰＷＭパルスを生成する。
【００２４】
　信号受信部２５は、インタフェース部４０に含まれる赤外線受光部４１と接続されて、
赤外線受光部４１で受光された赤外線信号に応答した指示をＣＰＵ２２に出力する。
【００２５】
　ＳＷ入力部２６は、操作ＳＷ（スイッチ）４２と接続されて、操作ＳＷの操作に応答し
た指示をＣＰＵ２２に出力する。
【００２６】
　水晶発振子２７は、所定の周期で発振信号を生成してＣＰＵ２２に出力する。ＣＰＵ２
２は、水晶発振子２７から発振される発振信号（クロック信号）の入力を受けて、当該ク
ロック信号に同期した各種動作を実行する。なお、ＣＰＵ２２は、水晶発振子２７から出
力される発振信号に従って時刻を正確に計測することが可能であるものとする。
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【００２７】
　照度センサ２８は、照明装置１周辺の照度を計測してＣＰＵ２２に出力する。ＣＰＵ２
２は、照度センサ２８からの測定結果に基づいて調光率を制御することが可能である。
【００２８】
　メモリ２９は、照明装置１を制御するための各種プログラムおよび初期値等が格納され
るとともに、ＣＰＵ２２のワーキングメモリとしても用いられる。
【００２９】
　照明部３０は、互いに色温度の異なるＬＥＤモジュール３１，３２と、ＬＥＤモジュー
ル３１，３２を駆動するために用いられるＦＥＴ（Field Effect Transistor）スイッチ
３３，３４とを含む。本例において、ＬＥＤモジュール３１の色温度は、５６００Ｋ程度
、ＬＥＤモジュール３２の色温度は、３０００Ｋ程度とする。以下、ＬＥＤモジュール３
１を昼光色ＬＥＤ（単に昼光色）とも称する。また、ＬＥＤモジュール３２を電球色ＬＥ
Ｄ（単に電球色）とも称する。なお、ここでは、ＬＥＤモジュール３１，３２は、それぞ
れ１つずつ１組として設けられている場合が示されているが、複数組が設けられる構成と
することも可能である。また、ＦＥＴスイッチ３３，３４はＰＷＭ制御回路２３にあって
もよい。
【００３０】
　インタフェース部４０は、赤外線受光部４１と、操作ＳＷ４２とを含む。
　赤外線受光部４１は、上述したリモコン５０からの赤外線信号を受光する。そして、赤
外線信号を光電変換して信号受信部２５に出力する。
【００３１】
　操作ＳＷ４２は、電源スイッチ等を含み、ユーザの電源スイッチ等のスイッチ操作に応
答した指示がＳＷ入力部２６を介してＣＰＵ２２に出力される。なお、電源スイッチがオ
ンの場合には、照明装置１には必要な電源が供給され、電源スイッチがオフの場合には、
照明装置１には電源が供給されないものとする。本例における各種動作については、電源
スイッチがオンの場合とする。また、操作ＳＷ４２には、後述するリモコン５０の各種ボ
タンに対応するスイッチをそれぞれ設けるようにすることも可能である。
【００３２】
　図３は、本発明の実施の形態に従うＬＥＤモジュール３１，３２の構成を説明する図で
ある。
【００３３】
　図３を参照して、ＣＰＵ２２は、ＰＷＭ制御回路２３に指示してＬＥＤモジュール３１
，３２の少なくとも一方を駆動するためのＰＷＭパルスＳ１，Ｓ２を生成して出力する。
【００３４】
　ＬＥＤモジュール３１，３２は、電源回路１０から必要な電圧の供給を受ける。ＬＥＤ
モジュール３１，３２と接地電圧ＧＮＤとの間には、ＦＥＴスイッチ３３，３４とがそれ
ぞれ設けられている。
【００３５】
　そして、ＰＷＭパルスＳ１，Ｓ２に応答してＦＥＴスイッチ３３，３４が導通／非導通
となることによりＬＥＤモジュール３１，３２に電流が供給／遮断される。ＬＥＤモジュ
ール３１，３２に電流が供給されることによりＬＥＤモジュール３１，３２はそれぞれ発
光する。なお、ここでは、ＬＥＤモジュール３１，３２を駆動する構成について説明した
が、他のＬＥＤモジュールがさらに複数個設けられている場合についても同様である。
【００３６】
　図４は、ＬＥＤモジュール３１，３２が照明装置１に配置されている場合の一例を説明
する図である。
【００３７】
　図４を参照して、ＬＥＤモジュール３１，３２を互いに隣接して配置し、かつ、複数組
円形状に配列して実装した場合が示されている。色温度の異なるＬＥＤモジュール３１，
３２を互いに隣接して実装することにより、それぞれのＬＥＤモジュールから発光される
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光を混ざりやすくし、照射面での色のバラツキ、ムラを無くすことが可能となる。
【００３８】
　図５は、本発明の実施の形態に従うリモコン５０の外観構成図である。
　図５を参照して、リモコン５０は、液晶パネル５２と、各種ボタンが設けられている。
液晶パネル５２は、液晶以外の他の表示装置を用いることも可能である。
【００３９】
　また、ここでは、複数のボタンが設けられている。具体的には、「全点灯」ボタン５４
と、「光環境制御」ボタン５８と、「消灯」ボタン５３と、「常夜灯」ボタン５１と、「
エコ点灯」ボタン６０と、「照度センサ」ボタン７０と、調光率の上げ下げを指示するた
めの「明るく」ボタン５５および「暗く」ボタン５６と、「電球色」から「昼光色」ある
いは「昼光色」から「電球色」への調色を指示するための「寒色」ボタン６１および「暖
色」ボタン６３と、「明るさプラス」ボタン６４と、「お気に入り１」ボタン６５と、「
お気に入り２」ボタン７２と、「おやすみ前」ボタン６６と、「お気に入り登録１」ボタ
ン７１と、「お気に入り登録２」ボタン７３と、「留守タイマ」ボタン６７と、「切タイ
マ」ボタン７４と、「入タイマ」ボタン７５と、「我が家流」ボタン６２と、数値等の上
げ下げを指示するための「ＵＰ」ボタン５７Ａおよび「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂと、「環
境登録」ボタン６９と、「チャンネル切替」ボタン７７と、「時刻設定」ボタン６８と、
「リセット」ボタン７８とが設けられる。
【００４０】
　ユーザが「全点灯」ボタン５４を押下することにより全点灯制御指示がリモコン５０か
ら出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン５０からの全点灯制御指示の入力を
受けて、ＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３０への全点灯制御を開始するように指示す
る。これにより、「全灯」ボタン５４の押下すなわち、リモコン５０からの全点灯制御指
示の入力に従って、照明部３０から調光率１００％の光が照射される。
【００４１】
　ユーザが「光環境制御」ボタン５８を押下することにより、光環境制御モード指示がリ
モコン５０から出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン５０からの光環境制御
指示の入力を受けてＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３０への光環境制御モードにおけ
る点灯制御を開始するように指示する。光環境制御モードについては後述する。
【００４２】
　点灯中にユーザが「消灯」ボタン５３を押下することにより消灯制御指示がリモコン５
０から出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン５０からの消灯制御指示の入力
を受けて、ＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３０を消灯するように指示する。これによ
り、「消灯」ボタン５３の押下すなわち、リモコン５０からの消灯制御指示の入力に従っ
て、照明部３０からの光の照射が終了する。
【００４３】
　ユーザが「常夜灯」ボタン５１を押下することにより常夜灯制御指示がリモコン５０か
ら出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン５０からの常夜灯制御指示の入力を
受けて、ＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３０への常夜灯制御を開始するように指示す
る。これにより、「常夜灯」ボタン５４の押下すなわち、リモコン５０からの常夜灯点灯
制御指示の入力に従って、照明部３０のＬＥＤモジュール３２を構成する複数の「電球色
」のＬＥＤのうちの一部を常夜灯として点灯させる。なお、常夜灯としてのＬＥＤの点灯
時に当該ＬＥＤの調光率を約１０％から１００％の間の１０段階で調光することが可能で
ある。
【００４４】
　また、ユーザが「エコ点灯」ボタン６０を押下することにより、エコ点灯モード指示が
リモコン５０から出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン５０からのエコ点灯
指示の入力を受けてＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３０へのエコ点灯モードにおける
点灯制御を開始するように指示する。エコ点灯モードについては後述する。
【００４５】
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　また、ユーザが「照度センサ」ボタン７０を押下することにより、照度センサモード指
示がリモコン５０から出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン５０からの照度
センサモード指示の入力を受けて、照明部３０への照度センサモードにおける点灯制御を
開始する。照度センサモードについては後述する。
【００４６】
　照明部３０から照射される光の調光率は、「明るく」ボタン５５および「暗く」ボタン
５６の操作によって段階的に全灯（調光率１００％）から微灯（調光率３０％）まで調整
される。具体的には、例えば、「全点灯」ボタン５４が押下されて全灯（調光率１００％
）である状態で「暗く」ボタン５６が押下されたときには半灯（調光率５０％）となり、
その状態で「暗く」ボタン５６が押下されたときには微灯（調光率３０％）となる。また
、その状態で「明るく」ボタン５５が押下されたときには半灯（調光率５０％）となり、
その状態で「明るく」ボタン５５が押下されたときには全灯（調光率１００％）となる。
なお、現在の調光率はメモリ２９に記憶されているものとする。なお、ここでは、３段階
の調光率で変化する場合について一例として説明したが、特にこれに限られずさらに複数
段階を設けて調光するようにすることも当然に可能である。また、ここでは、微灯（調光
率３０％）まで調整可能な場合について説明しているが、消灯状態となるまで、さらに、
段階的に調光率を調整可能なようにすることも当然に可能である。
【００４７】
　また、ユーザが「寒色」ボタン６１および「暖色」ボタン６３を押下することにより色
調の切り替え指示がリモコン５０から出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン
５０からの色調の切り替え指示の入力を受けてＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３０へ
の点灯切り替えを指示する。ここで、「寒色」ボタン６１および「暖色」ボタン６３の押
下すなわち、リモコン５０からの色調の切り替え指示の入力に従って、照明部３０から照
射する光の色調を調整可能であるものとする。具体的には、「暖色」ボタン６３が押下さ
れた場合には、調光率は維持しつつ昼光色から電球色に段階的に切り替わるように設定さ
れるものとする。例えば、「昼光色」の全灯状態（調光率１００％）で「暖色」ボタン６
３が押下されたときには、昼光色を調光率７０％、電球色を調光率３０％の「半昼光色」
に設定して、調光率は維持しつつ色味を昼光色から電球色側に変化させる。その状態でさ
らに「暖色」ボタン６３が押下されたときには、昼光色を調光率３０％、電球色を調光率
７０％の「半電球色」に設定して、調光率は維持しつつ色味をさらに昼光色から電球色側
に変化させる。その状態でさらに「暖色」ボタン６３が押下されたときには、調光率１０
０％の「電球色」に設定して、調光率は維持しつつ色味をさらに電球色側に変化させる。
【００４８】
　また、「寒色」ボタン６１が押下された場合には、調光率は維持しつつ電球色から昼光
色に段階的に切り替わるように設定されるものとする。例えば、「電球色」の全灯状態（
調光率１００％）で「寒色」ボタン６１が押下されたときには、電球色を調光率７０％、
昼光色を調光率３０％の「半電球色」に設定して、調光率は維持しつつ色味を電球色から
昼光色側に変化させる。その状態でさらに「寒色」ボタン６１が押下されたときには、電
球色を調光率３０％、昼光色を調光率７０％の「半昼光色」に設定して、調光率は維持し
つつ色味をさらに電球色から昼光色側に変化させる。その状態でさらに「寒色」ボタン６
１が押下されたときには、調光率１００％の「昼光色」に設定して、調光率は維持しつつ
色味をさらに昼光色側に変化させる。なお、現在の色調はメモリ２９に記憶されているも
のとする。なお、ここでは、４段階で色調が変化する場合について一例として説明したが
、特にこれに限られずさらに複数段階を設けて調光するようにすることも当然に可能であ
る。
【００４９】
　当該操作に従って、ユーザが「明るく」ボタン５５および「暗く」ボタン５６あるいは
「寒色」ボタン６１および「暖色」ボタン６３を操作することによりユーザの好みの調光
率および色調に変化させて快適な光環境を実現することが可能である。
【００５０】
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　また、ユーザが「明るさプラス」ボタン６４を押下することにより、明るさプラスモー
ド指示がリモコン５０から出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン５０からの
明るさプラスモード指示の入力を受けてＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３０への明る
さプラスモードにおける点灯制御を開始するように指示する。明るさプラスモードについ
ては後述する。
【００５１】
　また、ユーザが「おやすみ前」ボタン６６を押下することによりおやすみ前指示がリモ
コン５０から出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン５０からのおやすみ前指
示の入力を受けてＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３０へのおやすみ前モードにおける
点灯制御を開始するように指示する。おやすみ前モードについては後述する。
【００５２】
　また、ユーザが「お気に入り登録１」ボタン７１または「お気に入り登録２」ボタン７
３を押下することにより、お気に入り登録モード指示がリモコン５０から出力される。照
明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン５０からのお気に入り登録モード指示の入力を受けて
お気に入り登録モードの動作を開始する。お気に入り登録モードについては後述する。
【００５３】
　また、ユーザが「お気に入り１」ボタン６５または「お気に入り２」ボタン７２を押下
することにより、お気に入り登録モードで登録された調光率および色調に設定することが
可能となり、ユーザの利便性に供する。
【００５４】
　また、ユーザが「留守タイマ」ボタン６７を押下することにより、留守タイマの留守タ
イマ制御指示がリモコン５０から出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン５０
からの留守タイマ制御指示の入力を受けて照明部３０への留守タイマモードにおける点灯
制御を開始するように指示する。一方、照明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン５０からの
再度の留守タイマ制御指示の入力を受けて、留守タイマモードが設定されているならば当
該留守タイマモードにおける点灯制御を停止する。留守タイマモードについては後述する
。
【００５５】
　また、ユーザが「切タイマ」ボタン７４を押下することにより、後述するが切タイマモ
ードにおける切タイマ設定における動作を開始することが可能となる。そして、消灯時刻
が設定された場合には、当該時刻となった場合に消灯制御を実行する。当該切タイマモー
ドについては後述する。
【００５６】
　また、ユーザが「入タイマ」ボタン７５を押下することにより、後述するが入タイマモ
ードにおける入タイマ設定における動作を開始することが可能となる。そして、点灯時刻
が設定された場合には、当該時刻となった場合に点灯制御を実行する。当該入タイマモー
ドについては後述する。
【００５７】
　また、ユーザが「我が家流」設定ボタン６２を押下することにより我が家流設定におけ
る動作を開始することが可能となる。我が家流の設定については後述する。
【００５８】
　また、ユーザが「環境登録」ボタン６９を押下することにより後述する照度センサモー
ドで用いられる目標の照度の設定が行われる。この点については後述する。
【００５９】
　また、ユーザが「チャンネル切替」ボタン７７を押下することにより赤外線を投光する
場合のコマンドの種類を変更することが可能となる。例えば、互いに異なるチャンネルに
設定された複数台の照明装置１が設けられている場合に、それぞれの照明装置を個別に制
御したい場合には、リモコン５０の「チャンネル切替」ボタン７７を押下して照明装置に
対応するチャンネルに合わせることにより各照明装置の設定指示が可能となる。なお、本
例においては、照明装置１のチャンネルとリモコン５０のチャンネルとは同じに設定され
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ているものとする。
【００６０】
　また、ユーザが「時刻設定」ボタン６８を押下することにより時刻設定における動作を
開始することが可能となる。具体的には、当該「時刻設定」ボタン６８を押下することに
より時刻設定画面（図示せず）が液晶パネル５２に表示される。そして、時刻設定画面に
おいて、ユーザは、「ＵＰ」ボタン５７Ａおよび「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂを用いて現在
の時刻を設定することが可能である。そして、再度、「時刻設定」ボタン６８を押下する
ことにより現在の時刻情報がリモコン５０から出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、
リモコン５０からの時刻情報の入力を受けて、当該入力された時刻情報を基準に以降、水
晶発振子２７から発振される発振信号（クロック信号）に従って正確な時刻を計測するこ
とが可能であるものとする。なお、本例における光環境制御モード、タイマモード等は、
時刻に応じた点灯制御が実行されるため照明装置１において時刻が設定されていない場合
には、当該モードは実行されないものとする。
【００６１】
　また、ユーザが「リセット」ボタン７８を押下することにより照明装置１のＣＰＵ２２
は、リモコン５０からのリセット指示の入力を受けてメモリ２９に登録されている各種の
データを出荷時の状態に初期化する。例えば、後述するお気に入り登録モードで登録した
調光率および色調がリセットされる。
【００６２】
　図６は、本発明の実施の形態に従うリモコン５０のハードウェアを説明する概略ブロッ
ク図である。
【００６３】
　図６を参照して、本発明の実施の形態に従うリモコン５０は、電源回路５１と、リモコ
ン制御部５５と、インタフェース部５７とを含む。
【００６４】
　電源回路５１は、２次電池等のバッテリからの電力の供給を受けて装置の各部に電圧を
供給する。なお、本例においては、一例として制御電源供給回路８１にのみ電圧が供給さ
れているように示されているが、特にこれに限られず、他の部位に対しても必要な電圧が
供給されるものとする。
【００６５】
　リモコン制御部５５は、電源回路５１から供給される電圧をＣＰＵ８６に供給するため
に調整する制御電源供給回路８１と、リモコン５０全体を制御するためのＣＰＵ（Centra
l Processing Unit）８６と、液晶パネル５２を駆動する液晶駆動回路８２と、信号送信
部８４と、ＳＷ入力部８３と、水晶発振子８５と、メモリ８０とを含む。
【００６６】
　ＣＰＵ８６は、各部と接続されるとともに、リモコン５０全体を制御するために必要な
動作を指示する。
【００６７】
　液晶駆動回路８２は、ＣＰＵ８６からの指示に従って所望の画面を表示する液晶パネル
５２を駆動する。
【００６８】
　信号送信部８４は、ＣＰＵ８６からの指示をインタフェース部５７に含まれる赤外線投
光部８７に出力する。
【００６９】
　ＳＷ入力部８３は、操作ＳＷ（スイッチ）８８と接続されて、操作ＳＷの操作に応答し
た指示をＣＰＵ８６に出力する。
【００７０】
　水晶発振子８５は、所定の周期で発振信号を生成してＣＰＵ８６に出力する。ＣＰＵ８
６は、水晶発振子８５から発振される発振信号（クロック信号）の入力を受けて、当該ク
ロック信号に同期した各種動作を実行する。なお、ＣＰＵ８６は、水晶発振子８５から出
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力される発振信号に従って時刻を正確に計測することが可能であるものとする。
【００７１】
　なお、リモコン５０には必ずしも水晶発振子８５が含まれなくてもよい。この場合、Ｃ
ＰＵ８６は、「時刻設定」ボタン６８や「ＵＰ」ボタン５７Ａおよび「ＤＯＷＮ」ボタン
５７Ｂなどが押下されることによって時刻の入力を受け付けて、入力された時刻に基づい
て以降の現在時刻を計測するようにしてもよい。
【００７２】
　メモリ８０は、リモコン５０を制御するためのプログラムおよび初期値等が格納される
とともに、ＣＰＵ８６のワーキングメモリとしても用いられる。
【００７３】
　インタフェース部５７は、赤外線投光部８７と、操作ＳＷ８８と、液晶パネル５２とを
含む。
【００７４】
　赤外線投光部８７は、信号送信部８４から出力された信号を赤外線信号に変換して照明
装置１に投光する。
【００７５】
　操作ＳＷ８８は、上述したリモコン５０に設けられた各種のボタンで構成されている。
具体的には、「全点灯」ボタン５４と、「光環境制御」ボタン５８と、「消灯」ボタン５
３と、「常夜灯」ボタン５１と、「エコ点灯」ボタン６０と、「照度センサ」ボタン７０
と、調光率の上げ下げを指示するための「明るく」ボタン５５および「暗く」ボタン５６
と、「電球色」から「昼光色」あるいは「昼光色」から「電球色」への調色を指示するた
めの「寒色」ボタン６１および「暖色」ボタン６３と、「明るさプラス」ボタン６４と、
「お気に入り１」ボタン６５と、「お気に入り２」ボタン７２と、「おやすみ前」ボタン
６６と、「お気に入り登録１」ボタン７１と、「お気に入り登録２」ボタン７３と、「留
守タイマ」ボタン６７と、「切タイマ」ボタン７４と、「入タイマ」ボタン７５と、「我
が家流」ボタン６２と、数値等の上げ下げを指示するための「ＵＰ」ボタン５７Ａおよび
「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂと、「環境登録」ボタン６９と、「チャンネル切替」ボタン７
７と、「時刻設定」ボタン６８と、「リセット」ボタン７８とが設けられる。
【００７６】
　リモコン５０のＣＰＵ８６は、ＳＷ入力部８３を介して操作ＳＷ８８における各ボタン
の入力指示を受けて、信号送信部８４に各ボタンに応じた送信信号の出力を指示する。信
号送信部８４は、ＣＰＵ８６からの指示に応答して、赤外線投光部８７を介して各ボタン
に応じた送信信号を赤外線信号として照明装置１に出力する。照明装置１の赤外線受光部
４１は、リモコン５０の赤外線投光部８７から投光された赤外線信号を受信する。そして
、赤外線受光部４１は、受光された赤外線信号を光電変換する。そして、信号受信部２５
は、光電変換により得られたリモコン５０から指示された送信信号をＣＰＵ２２に出力す
る。当該動作により、ＣＰＵ２２は、リモコン５０からの入力指示に応じた動作を実行す
る。
【００７７】
　具体的には、上述したようにユーザが「明るく」ボタン５５または「暗く」ボタン５６
を押下することによりＣＰＵ２２は、照明部３０におけるＬＥＤモジュール３１，３２の
発光に従う調光率を調整する。
【００７８】
　例えば、全灯（調光率１００％）である状態で「暗く」ボタン５６が押下されるに従っ
て「全灯」→「半灯」→「微灯」と変化し、その状態（調光率３０％）から「明るく」ボ
タン５５が押下されるに従って「微灯」→「半灯」→「全灯」と変化する。
【００７９】
　また、上述したようにユーザが「寒色」ボタン６１または「暖色」ボタン６３を押下す
ることによりＣＰＵ２２は、照明部３０におけるＬＥＤモジュール３１，３２の発光に従
う色調を調整する。例えば、昼光色の全灯（調光率１００％）である「昼光色」の状態で
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「暖色」ボタン６３が押下されるに従って「昼光色」→「半昼光色」→「半電球色」→「
電球色」と変化し、その状態（電球色）で「寒色」ボタン６１が押下されるに従って「電
球色」→「半電球色」→「半昼光色」→「昼光色」と変化する。
【００８０】
　なお、本例においては、携帯型のリモコン５０について説明したが、特にこれに限られ
ず、壁面に設けられた固定式のリモコンとすることも可能である。また、当該リモコンを
照明装置１のインタフェース部４０の一部として設けるようにしても良い。その場合、赤
外線信号により操作ＳＷの信号を送信するのではなく、直接、信号線を用いて操作ＳＷか
らの指示信号を送信する構成とすることも可能である。また、信号の送受信は、赤外線に
限られず、無線等を用いるようにしても良い。
【００８１】
　なお、本例においては、リモコン５０を介したボタン操作による入力指示に従って照明
装置１の各種モードを実行する方式について説明するが、入力方式はこれに限られず他の
方式、例えば、音声入力により照明装置１に入力指示するようにしても良い。
【００８２】
　図７は、本発明の実施の形態に従う照明装置１のメインフローを説明する図（その１）
である。
【００８３】
　当該メインフローは電源スイッチがオンされることで開始され、ＣＰＵ２２がメモリ２
９に格納されたプログラムを読み込むことにより実行されるものとする。
【００８４】
　電源スイッチがオンされてフローが開始されると、図７を参照して、まず、ＣＰＵ２２
は、ＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３９における点灯制御を指示する（ステップＳ１
）。これにより部屋内に照明部３０からの光が照射される。なお、ステップＳ１でＣＰＵ
２２は、後述する各モードの処理が行なわれた後の場合にはそのモードで設定された調光
率、色調での点灯制御を指示する。そうでない場合、つまり、後述する各モードの処理が
行なわれておらず、電源スイッチがオンされた直後や後述する光環境制御モードが終了し
た場合には通常の点灯制御として、予め設定されている、ＬＥＤモジュール３１を用いた
昼光色の光を１００％の調光率で照射する点灯制御を指示するものとする。
【００８５】
　次に、ＣＰＵ２２は、入力指示があったかどうかを判断する（ステップＳ２）。ＣＰＵ
２２は、ステップＳ２において、入力指示があったと判断した場合（ステップＳ２におい
てＹＥＳ）には、次に、点灯調整指示の入力があったかどうかを判断する（ステップＳ３
）。具体的には、リモコン５０に設けられた調光率を調整するための「明るく」ボタン５
５または「暗く」ボタン５６の入力指示あるいは、色調を調整するための「寒色」ボタン
６１または「暖色」ボタン６３の入力指示があったかどうかを判断する。
【００８６】
　ＣＰＵ２２は、点灯調整指示の入力があったと判断した場合（ステップＳ３においてＹ
ＥＳ）には、点灯調整モードに移行する（ステップＳ４）。点灯調整モードの処理につい
ては後述する。
【００８７】
　一方、ＣＰＵ２２は、点灯調整指示の入力がなかったと判断した場合（ステップＳ３に
おいてＮＯ）には、次に光環境制御の指示入力があったかどうかを判断する（ステップＳ
５）。具体的には、ＣＰＵ２２は、リモコン５０に設けられた「光環境制御」ボタン５８
の入力指示があったかどうかを判断する。
【００８８】
　ＣＰＵ２２は、光環境制御の指示入力があったと判断した場合（ステップＳ５において
ＹＥＳ）には、光環境制御モードに移行する（ステップＳ６）。光環境制御モードの処理
については後述する。
【００８９】
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　一方、ＣＰＵ２２は、光環境制御の指示入力が無かったと判断した場合（ステップＳ５
においてＮＯ）には、次に、我が家流設定の指示入力があったかどうかを判断する（ステ
ップＳ７）。
【００９０】
　具体的には、ＣＰＵ２２は、リモコン５０に設けられた「我が家流」設定ボタン６２の
入力指示があったかどうかを判断する。
【００９１】
　ＣＰＵ２２は、我が家流設定の指示入力があったと判断した場合（ステップＳ７におい
てＹＥＳ）には、我が家流設定モードに移行する（ステップＳ８）。我が家流設定モード
の処理については後述する。
【００９２】
　一方、ＣＰＵ２２は、我が家流設定の指示入力が無かったと判断した場合（ステップＳ
７においてＮＯ）には、次に、エコ点灯の指示入力があったかどうかを判断する（ステッ
プＳ９）。具体的には、ＣＰＵ２２は、リモコン５０に設けられた「エコ点灯」ボタン６
０の入力指示があったかどうかを判断する。
【００９３】
　ＣＰＵ２２は、エコ点灯の指示入力があったと判断した場合（ステップＳ９においてＹ
ＥＳ）には、エコ点灯モードに移行する（ステップＳ１０）。エコ点灯モードの処理につ
いては後述する。
【００９４】
　ステップＳ９において、エコ点灯の指示入力が無かったと判断した場合（ステップＳ９
においてＮＯ）には、「Ａ」に進む。
【００９５】
　図８は、本発明の実施の形態に従う照明装置１のメインフローを説明する図（その２）
である。
【００９６】
　図８を参照して、ステップＳ９においてエコ点灯の指示入力が無かったと判断した場合
（ステップＳ９においてＮＯ）には、次に、照度センサの指示入力があったかどうかを判
断する（ステップＳ１１）。具体的には、ＣＰＵ２２は、リモコン５０に設けられた「照
度センサ」ボタン７０の入力指示があったかどうかを判断する。
【００９７】
　ＣＰＵ２２は、照度センサの指示入力があったと判断した場合（ステップＳ１１におい
てＹＥＳ）には、照度センサモードに移行する（ステップＳ１２）。照度センサモードの
処理については後述する。
【００９８】
　一方、ＣＰＵ２２は、照度センサの指示入力が無かったと判断した場合（ステップＳ１
１においてＮＯ）には、次に、タイマの指示入力があったかどうかを判断する（ステップ
Ｓ１３）。
【００９９】
　具体的には、ＣＰＵ２２は、リモコン５０に設けられたタイマに関する留守タイマ６７
、切タイマ７４、入タイマ７５の操作に従う情報の入力があったかどうかを判断する。
【０１００】
　ＣＰＵ２２は、タイマの指示入力があったと判断した場合（ステップＳ１３においてＹ
ＥＳ）には、タイマモードに移行する（ステップＳ１４）。タイマモードの処理について
は後述する。
【０１０１】
　一方、ＣＰＵ２２は、タイマの指示入力が無かったと判断した場合（ステップＳ１３に
おいてＮＯ）には、次に、明るさプラスモードの指示入力があったかどうかを判断する（
ステップＳ１５）。具体的には、ＣＰＵ２２は、リモコン５０に設けられた「明るさプラ
ス」ボタン６４の入力指示があったかどうかを判断する。
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【０１０２】
　ＣＰＵ２２は、明るさプラスモードの指示入力があったと判断した場合（ステップＳ１
５においてＹＥＳ）には、明るさプラスモードに移行する（ステップＳ１６）。明るさプ
ラスモードの処理については後述する。
【０１０３】
　ステップＳ１５において、明るさプラスモードの指示入力が無かったと判断した場合（
ステップＳ１５においてＮＯ）には、次に、お気に入り登録の指示入力があったかどうか
を判断する（ステップＳ１７）。
【０１０４】
　具体的には、ＣＰＵ２２は、リモコン５０に設けられた「お気に入り登録１」ボタン７
１あるいは「お気に入り登録２」ボタン７３のいずれかの入力指示があったかどうかを判
断する。
【０１０５】
　ＣＰＵ２２は、お気に入り登録の指示入力があったと判断した場合（ステップＳ１７に
おいてＹＥＳ）には、お気に入り登録モードに移行する（ステップＳ１６）。お気に入り
登録モードの処理については後述する。
【０１０６】
　一方、ＣＰＵ２２は、お気に入り登録の指示入力が無かったと判断した場合（ステップ
Ｓ１７においてＮＯ）には、その他の処理を実行する（ステップＳ１９）。そして、「Ｂ
」に進む。すなわち、図７のステップＳ１に戻る。
【０１０７】
　＜点灯調整モード＞
　点灯調整モードは、ユーザからのリモコン５０の調光および／または調色の操作指示に
対して、照明部３０におけるＬＥＤモジュール３１，３２の発光状態を制御して好みの調
光および調色に調整するモードである。
【０１０８】
　図９は、本発明の実施の形態に従う点灯調整モードの処理を説明するフロー図である。
　当該フローは、ＣＰＵ２２がメモリ２９に格納されたプログラムを読み込むことにより
実行されるものとする。
【０１０９】
　図９を参照して、まず、ＣＰＵ２２は、調光ボタンの入力指示であったかどうかを判断
する（ステップＳ１００）。調光ボタンとは、本例においては、一例として、「明るく」
ボタン５５および「暗く」ボタン５６とする。「明るく」ボタン５５または「暗く」ボタ
ン５６の調光ボタンの入力指示でなかったと判断した場合（ステップＳ１００においてＮ
Ｏ）には、ステップＳ１１０に進む。
【０１１０】
　一方、ＣＰＵ２２は、「明るく」ボタン５５または「暗く」ボタン５６の入力指示であ
ったと判断した場合（ステップＳ１００においてＹＥＳ）には、次に、押下されたボタン
が「明るく」ボタン５５であるか「暗く」ボタン５６であるかを特定する（ステップＳ１
０２）。
【０１１１】
　押下されたボタンが「明るく」ボタン５５である場合（ステップＳ１０２においてＹＥ
Ｓ）には、ＣＰＵ２２は、現在の調光率を予め規定された調光率分増加させる（ステップ
Ｓ１０４）。押下されたボタンが「暗く」ボタン５６である場合（ステップＳ１０２にお
いてＮＯ）には、ＣＰＵ２２は、現在の調光率を予め規定された調光率分減少させる（ス
テップＳ１０６）。そして、処理を終了する（リターン）。すなわち、再び、ステップＳ
２に戻る。
【０１１２】
　具体的には、全点灯（調光率１００％）の状態でユーザが「暗く」ボタン５６を押下し
た場合には、半灯（調光率５０％）に設定される。半灯（調光率５０％）の状態で「暗く
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」ボタン５６を押下した場合には、微灯（調光率３０％）に設定される。また、微灯（調
光率３０％）の状態でユーザが「明るく」ボタン５５を押下した場合には、半灯（調光率
５０％）に設定される。半灯（調光率５０％）の状態で「明るく」ボタン５５を押下した
場合には、全点灯（調光率１００％）に設定される。
【０１１３】
　ステップＳ１１０において、ＣＰＵ２２は、「明るく」ボタン５５または「暗く」ボタ
ン５６の入力指示でなかったと判断した場合（ステップＳ１００においてＮＯ）には、調
色ボタンの入力指示であるものと判断する。調色ボタンとは、本例においては、一例とし
て、「暖色」ボタン６３および「寒色」ボタン６１とする。
【０１１４】
　ＣＰＵ２２は、調光ボタンの入力指示でなかったと判断した場合には、次に、押下され
たボタンが「暖色」ボタン６３であるか「寒色」ボタン６１であるかを特定する（ステッ
プＳ１１２）。押下されたボタンが「暖色」ボタン６３である場合（ステップＳ１１２に
おいてＹＥＳ）には、ＣＰＵ２２は、調光率は維持しつつ現在の色調の電球側の調光率を
予め規定された調光率分増加させ、昼光色側の調光率を予め規定された調光率分減少させ
る（ステップＳ１１４）。押下されたボタンが「寒色」ボタン６１である場合（ステップ
Ｓ１１２においてＮＯ）には、ＣＰＵ２２は、調光率は維持しつつ現在の色調の電球側の
調光率を予め規定された調光率分減少させ、昼光色側の調光率を予め規定された調光率分
増加させる（ステップＳ１１６）。そして、処理を終了する（リターン）。すなわち、再
び、図７のステップＳ２に戻る。
【０１１５】
　具体的には、昼光色の全灯（調光率１００％）である「昼光色」の状態でユーザが「暖
色」ボタン６３を押下した場合には、「半昼光色」に設定される。「半昼光色」の状態で
「暖色」ボタン６３を押下した場合には、「半電球色」に設定される。「半電球色」の状
態で「暖色」ボタン６３を押下した場合には、「電球色」に設定される。また、「電球色
」の状態でユーザが「寒色」ボタン６１を押下した場合には、「半電球色」に設定される
。「半電球色」の状態で「寒色」ボタン６１を押下した場合には、「半昼光色」に設定さ
れる。「半昼光色」の状態で「寒色」ボタン６１を押下した場合には、「昼光色」に設定
される。
【０１１６】
　上記においては、「暖色」ボタン６３または「寒色」ボタン６１の調色ボタンの入力指
示に従って４段階で色調が変化する場合について説明したが、より複数段階にすることに
より色調を細かく調整することが可能である。
【０１１７】
　一方で、色調の変化について、色温度の高低によって、光の色温度の変化に対する人間
の目の感じ方には違いがある。具体的には、色温度が低くなるにしたがって、より鋭敏に
変化を感じる傾向がある。したがって、「電球色」と「昼光色」との間で色調を変化させ
る場合、単に色温度を線形的に変化させてしまうと、人間の目の特性によって、特に「電
球色」側での色調の変化の際に急峻な変化に感じる可能性がある。
【０１１８】
　図１０は、本発明の実施の形態に従う色調の変化を説明する図である。
　図１０を参照して、ここでは、一例として、色温度の低い「電球色」から色温度の高い
「昼光色」への移行として１０段階の色調で変化させる場合が示されている。
【０１１９】
　具体的には、色温度差が色温度の低い電球色から色温度の高い昼光色に移行するに従い
徐々に大きくなるように設定する。
【０１２０】
　本例においては、一例として、色温度２９７４Ｋの「電球色」と色温度５６０５Ｋの「
昼光色」との間で１０段階の色調が均等の割合で変化しているようにユーザに感じさせる
ために、１０段階の段階間で均等の比率で色温度が段階的に調整されるように設定する。



(16) JP 2017-107865 A 2017.6.15

10

20

30

40

50

【０１２１】
　「電球色」の色温度は２９７４Ｋであり、「昼光色」の色温度が５６０５Ｋであるとす
ると、色調を段階的に変化させる場合の比率ｒは以下の如く算出される。
【０１２２】
【数１】

 
【０１２３】
　そして、算出された各色温度に従って「昼光色」および「電球色」の調光率を調整する
。
【０１２４】
　これにより、色温度の低い電球色から色温度の高い昼光色に段階的に移行するに従い色
温度差が徐々に大きくなるように「昼光色」および「電球色」の調光率を設定することに
より段階的に変化する色調の変化の割合が均等であるようにユーザに感じさせることが可
能となり、色調の変化に違和感を与えることなくユーザは自分の好みの色調に調整するこ
とが可能となる。
【０１２５】
　なお、本例においては、１０段階の段階間の各色温度が段階的に均等の比率（等比）で
変化するように設定する場合について説明したが、特にこれに限られず、他の方法を用い
ることも可能である。例えば、色温度の逆数である逆色温度を使って設定するようにして
も良い。具体的には、ケルビン（Ｋ）での値の逆数を１００万倍したミレッドの値を「昼
光色」および「電球色」でそれぞれ算出して、段階的に移行するにあたり、その間が等間
隔となるように設定する。そして、再びケルビン（Ｋ）に戻して「昼光色」および「電球
色」の調光率を設定するようにすることも可能である。なお、１００万倍した値を用いる
場合について説明したが、特にこれに限られず、１００万倍しないで設定するようにして
も良い。
【０１２６】
　なお、本例においては、「昼光色」および「電球色」の色温度が異なる２種類の色調を
段階的に変化させる場合について説明したが、特に２種類に限られず、さらに複数種類の
色温度が異なるＬＥＤを用いて色調を段階的に変化させるようにしても良い。
【０１２７】
　また、ここでは、「暖色」ボタン６３または「寒色」ボタン６１の調色ボタンの入力指
示に従って１０段階の色調で変化させることが可能な場合について説明したが、特にこの
段階の数に制限されるものではなく、任意に設定することが可能である。
【０１２８】
　また、他のモード、例えば後述する光環境制御モードの図１４のグラフの代わりに上記
方式を採用するようにしてもよい。
【０１２９】
　＜光環境制御モード＞
　次に、本発明の実施の形態に従う光環境制御モードについて説明する。
【０１３０】
　光環境制御モードは、人の生活リズムに合わせた快適な光環境となるよう調光および調
色を自動的に実行するモードである。
【０１３１】
　図１１は、本発明の実施の形態に従う光環境制御モードの調光率を説明する図である。
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　図１１を参照して、ここでは、２４時間のヒトの生体リズムとの相関関係に基づいて昼
光色と電球色との調光率を調整する場合が示されている。
【０１３２】
　具体的には、２４時間を期間ｔＡ～ｔｆの６つの期間にそれぞれ分けて、各期間におけ
る昼光色と電球色との調光率を設定する。
【０１３３】
　具体的には、期間ｔＡは、５時３０分～６時３０分に設定されている。期間ｔＢは、６
時３０分～１８時００分に設定されている。期間ｔＣは、１８時００分～１９時００分に
設定されている。期間ｔＤは、１９時００分～２１時００分に設定されている。期間ｔＥ
は、２１時００分～２２時００分に設定されている。期間ｔＦは、２３時００分～５時３
０分に設定されている。ここで、起床時刻６時３０分、夕食時刻１９時００分、就寝時刻
２３時００分は、デフォルトとして予め設定されているものとする。なお、後述するが、
我が家流の設定において当該起床時刻６時３０分、夕食時刻１９時００分、就寝時刻２３
時００分を変更することも可能である。この点については後述する。
【０１３４】
　図１２は、光環境制御モードの各期間における照明部３０の動作を説明する動作テーブ
ル図である。
【０１３５】
　図１２を参照して、期間ｔＡ（時刻５時３０分～６時３０分）である起床時刻１時間前
からの１時間においては、早朝動作が実行される。具体的には、明るさとして、夜間調光
率３０％から調光率１００％に変化させる。また、色調として電球色から昼光色に変化さ
せる。なお、後述するが夜間調光率についても変更することが可能である。
【０１３６】
　期間ｔＢ（６時３０分～１８時００分）である起床時刻から夕食時刻の１時間前までに
おいては、日中動作が実行される。具体的には、明るさとして、調光率１００％を維持す
る。また、色調として昼光色を維持する。
【０１３７】
　期間ｔＣ（１８時００分～１９時００分）である夕食時刻１時間前からの１時間におい
ては、日没動作が実行される。具体的には、明るさとして、調光率１００％を維持する。
また、色調として昼光色から電球色に変化させる。
【０１３８】
　期間ｔＤ（１９時００分～２１時００分）である夕食時刻から就寝時刻２時間前までに
おいては、夕食動作が実行される。具体的には、明るさとして、調光率１００％を維持す
る。また、色調として電球色を維持する。
【０１３９】
　期間ｔＥ（２１時００分～２２時００分）である就寝時刻２時間前からの２時間におい
ては、就寝動作が実行される。具体的には、明るさとして、調光率１００％から夜間調光
率３０％に変化させる。また、色調としては電球色を維持する。
【０１４０】
　期間ｔＦ（２３時００分～５時３０分）である就寝時刻から起床時刻１時間前までにお
いては、夜間動作が実行される。具体的には、明るさとして、夜間調光率３０％を維持す
る。また、色調として電球色を維持する。
【０１４１】
　なお、上記動作テーブルは、一例であり、動作テーブルに設定されている時刻および期
間は、それぞれ別の時刻および期間とすることも可能であるし、また、さらに、別の動作
を設けるようにすることも可能である。例えば、季節に応じて動作テーブルを変更するよ
うにしても良い。
【０１４２】
　再び、図１１を参照して、期間ｔＡの起床前においては、調光率を徐々に調整して明る
くしてメラトニン分泌を抑制するとともに、色調を電球色から昼光色に変化させることに
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より起床時刻に合わせて徐々に眠りを浅くし、そして、起床時刻に調光率１００％とする
ことにより昼間の自然光に近い昼光色でさわやかな目覚めを促進することが可能である。
【０１４３】
　そして、期間ｔＢの日中は、自然光の色調と近い昼光色とすることによりヒトの活動期
間において快適な作業を促進することが可能である。
【０１４４】
　そして、期間ｔＣの夕食前においては、色調を昼光色から夕方の自然光の色調と近い電
球色に徐々に変化させることによりリラックス効果を生み出し、落ち着いた暖かい雰囲気
に自然に環境を変化させることが可能である。
【０１４５】
　そして、期間ｔＤの夕食後においては、電球色を維持することによりヒトの沈静期間に
おいて落ち着いた暖かい雰囲気のもと、安らぎ感を得ることが可能である。
【０１４６】
　そして、期間ｔＥの就寝前においては、調光率を徐々に調整して暗くすることにより、
ヒトの覚醒度を下げ、ヒトの生体リズムと関係のあるメラトニン分泌の上昇を促してスム
ーズな入眠を促進することが可能である。
【０１４７】
　そして、期間ｔＦの就寝中においては、調光率を低く維持することにより深い睡眠を促
すとともに、ユーザが物を認識できる程度の調光率とすることにより夜間における動作も
可能である。
【０１４８】
　したがって、上述した照明装置１の光環境制御モードにより、ヒトの生体リズムに合わ
せた明るさおよび色調に自動的に調整する光環境を実現することが可能である。そして、
特に、本実施の形態に従う光環境制御モードにおいては、調光率および色調を変化させる
各期間においてヒトに違和感あるいは不快感を生じさせないように自然に変化させる。
【０１４９】
　例えば、期間ｔＡにおいて、調光率３０％の電球色から調光率１００％の昼光色に徐々
に調整する。
【０１５０】
　図１３は、期間ｔＡにおける本発明の実施の形態に従う昼光色および電球色の調光率の
グラフを説明する図である。
【０１５１】
　図１３を参照して、ここでは、昼光色の調光率、電球色の調光率、全体の調光率の変化
が示されている。
【０１５２】
　期間ｔＡにおいて、初期状態においては、電球色の調光率は３０％であり、昼光色の調
光率は０％である。したがって、全体の調光率は３０％に設定されている場合が示されて
いる。
【０１５３】
　上記グラフにおける調光率を算出する式について説明する。
　全体の調光率Ｒとして初期状態の調光率Ａから期間Ｔの間に調光率Ｂまで線形に変化さ
せる場合については、次式（１）で表される。なお、変数ｔは、時間である。
【０１５４】
【数２】

 
【０１５５】
　次に、昼光色および電球色の調光率Ｐ，Ｑの一般式を次式（２），（３）とする。
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【０１５６】
【数３】

 
【０１５７】
　これにより、式（１）を式（２），（３）にそれぞれ代入すると、昼光色および電球色
の調光率Ｐ，Ｑは次式（４），（５）で表される。
【０１５８】
【数４】

 
【０１５９】
　そして、式（４），（５）に期間Ｔ＝６０、調光率Ａ＝３０、調光率Ｂ＝１００を代入
した場合の昼光色および電球色の調光率Ｐ，Ｑは次式（６），（７）で表される。
【０１６０】

【数５】

 
【０１６１】
　当該式（６）および（７）に基づいて昼光色および電球色の調光率Ｐ，Ｑを設定するこ
とが可能となる。
【０１６２】
　例えば、初期状態から１２分後、すなわち、ｔ＝１２とした場合の昼光色Ｐおよび電球
色Ｒは、次式の如く算出される。
【０１６３】
【数６】

 
【０１６４】
　当該式に基づいて、全体の調光率を線形に変化させるとともに、電球色から昼光色に自
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然に変化させることが可能となる。すなわち、電球色から昼光色に変化するにあたり、電
球色と昼光色が混ざった中間色に変化して最終的に昼光色に変化するためヒトに違和感あ
るいは不快感を生じさせることなく調光率を変化させることが可能となり、快適かつ自然
な光環境を実現することが可能となる。
【０１６５】
　また、本実施の形態に従う光環境制御モードにおいては、期間ｔＣにおいて、調光率１
００％の昼光色から調光率１００％の電球色に徐々に調整する。
【０１６６】
　図１４は、期間ｔＣにおける本発明の実施の形態に従う昼光色および電球色の調光率の
グラフを説明する図である。
【０１６７】
　図１４を参照して、ここでは、昼光色の調光率、電球色の調光率、全体の調光率の変化
が示されている。
【０１６８】
　期間ｔＣにおいて、初期状態においては、電球色の調光率は１００％であり、昼光色の
調光率は０％である。したがって、全体の調光率は１００％に設定されている場合が示さ
れている。
【０１６９】
　上述した方式と同様に昼光色および電球色の調光率の式を算出すると次式（８），（９
）で表される。
【０１７０】

【数７】

 
【０１７１】
　当該式（８），（９）に基づいて昼光色および電球色の調光率Ｐ，Ｑを設定することが
可能となる。
【０１７２】
　当該式に基づいて、全体の調光率を維持しつつ電球色から昼光色に自然に変化させるこ
とが可能となる。すなわち、昼光色から電球色に変化するにあたり、昼光色と電球色が混
ざった中間色に連続的に変化して最終的に電球色に変化するためヒトに違和感あるいは不
快感を生じさせることなく色調を変化させることが可能となり、快適かつ自然な光環境を
実現することが可能となる。
【０１７３】
　本例においては、期間ｔＣにおいて昼光色から電球色に変化するにあたり、時間の経過
に従って一定の変化率で色温度が変化するように制御する例について説明したが、これに
限らず、色温度の高い昼光色に近いほど色温度の変化を速くさせ、色温度の低い電球色に
近づくほど色温度の変化を遅くするように連続的に色調を変化させることで、時間の経過
に従って等間隔の割合で色調が変化しているようにユーザに感じさせることができる。例
えば、昼光色から電球色に変化する場合、時間当たりの色温度の変化率を減少させるべく
、時間の経過に従って等比間隔で色温度の変化率を減少させるとよい。
【０１７４】
　また、本実施の形態に従う光環境制御モードにおいては、期間ｔＥにおいて、調光率１
００％の電球色を調光率３０％の電球色に徐々に調整する。
【０１７５】
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　図１５は、期間ｔＥにおける本発明の実施の形態に従う電球色の調光率のグラフを説明
する図である。
【０１７６】
　図１５を参照して、期間ｔＥにおいて、初期状態においては、電球色の調光率は１００
％であり、全体の調光率は１００％に設定されている。
【０１７７】
　上述した方式と同様に電球色の調光率の式を算出すると次式（１０）で表される。
【０１７８】
【数８】

 
【０１７９】
　当該式（１０）に基づいて電球色の調光率Ｑを設定することが可能となる。
　当該式に基づいて、電球色の調光率Ｑを徐々に変化させてヒトに違和感あるいは不快感
を生じさせることなく快適な光環境を実現することが可能となる。
【０１８０】
なお、当該電球色の調光率の設定の方式は一例であり、例えば、次のような変化率で調整
するようにすることも可能である。
【０１８１】
　図１６は、期間ｔＥにおける本発明の実施の形態に従う電球色の調光率の別のグラフを
説明する図である。
【０１８２】
　図１６（Ａ）を参照して、本例においては、縦軸および横軸が対数である両対数グラフ
が示されている。縦軸の単位は、０．１％である。横軸の単位は分である。
【０１８３】
　当該両対数グラフにおいて、調光率と時間との関係が線形となるように設定される場合
が示されている。具体的には、両対数グラフにおいて期間６０分の間に調光率１００％が
調光率３０％に調整される場合が示されている。
【０１８４】
　図１６（Ｂ）を参照して、上記図１６（Ａ）の両対数グラフを通常のグラフとした場合
が示されている。
【０１８５】
　当該方式により電球色の調光率Ｑを調整することにより、ヒトに違和感あるいは不快感
をさらに生じさせることなく調光率を変化させることが可能となり、快適かつ自然な光環
境を実現することが可能となる。
【０１８６】
　図１７は、本発明の実施の形態に従う光環境制御モードのフローを説明する図である。
　当該フローは、ＣＰＵ２２がメモリ２９に格納されたプログラムを読み込むことにより
実行されるものとする。
【０１８７】
　図１７を参照して、ＣＰＵ２２は、我が家流設定が有るかどうか判断する（ステップＳ
３０）。
【０１８８】
　ステップＳ３０において、ＣＰＵ２２は、我が家流設定が有ると判断した場合には、我
が家流情報を取得する（ステップＳ３２）。なお、我が家流情報については後述する。
【０１８９】
　ステップＳ３０において、ＣＰＵ２２は、我が家流設定が無いと判断した場合には、デ
フォルト値を取得する（ステップＳ３４）。
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【０１９０】
　そして、次に、ＣＰＵ２２は、我が家流情報あるいはデフォルト値に基づいて光環境制
御動作期間を設定する（ステップＳ３６）。具体的には、上述した起床時刻、夕食時刻、
就寝時刻に従って期間ｔＡ～ｔＦを設定する。
【０１９１】
　そして、ＣＰＵ２２は、現在時刻を確認する（ステップＳ３８）。
　そして、次に、ＣＰＵ２２は、現在時刻に従って、現在時刻が期間ｔＡ～ｔＦのいずれ
の期間内であるかどうかを判断する（ステップＳ４０）。
【０１９２】
　ステップＳ４０において、ＣＰＵ２２は、期間ｔＡ～ｔＦのいずれの期間内であるかを
判断して、期間ｔＢ，ｔＤ，ｔＦの期間内である場合には、ステップＳ４２に進む。
【０１９３】
　一方、ステップＳ４０において、ＣＰＵ２２は、期間ｔＡ～ｔＦのいずれの期間内であ
るかを判断して、期間ｔＡ，ｔＣ，ｔＥの期間内である場合には、ステップＳ５２に進む
。
【０１９４】
　まず、ＣＰＵ２２は、現在時刻が期間ｔＢ，ｔＤ，ｔＦの期間内であると判断した場合
には、対応する期間の動作に従う調光率に設定する（ステップＳ４２）。
【０１９５】
　そして、次に、ＣＰＵ２２は、対応する期間の残り時間が１０分未満であるかどうかを
判断する（ステップＳ４４）。
【０１９６】
　ステップＳ４４において、１０分未満であると判断した場合には、対応する期間の動作
に従う調光率に１０分間設定する（ステップＳ４８）。
【０１９７】
　そして、１０分が経過したかどうかを判断する（ステップＳ５０）。１０分が経過した
場合には、次のステップに進む。
【０１９８】
　すなわち、光環境制御モードを開始する現在時刻が、光環境制御動作期間の対応する期
間の動作が終了する間際であるような場合、本例においては、１０分未満であるような場
合には、１０分は、光環境制御動作期間の対応する期間の動作を継続する方式としている
。当該方式により、光環境制御動作期間の対応する期間の次の期間の動作がすぐに実行さ
れてユーザに違和感や不快感を生じさせないようにすることが可能である。なお、本例に
おいては、一例として１０分を基準に設定しているが、特にこれに限られず、ユーザの好
みに合わせて調整するようにしても良い。
【０１９９】
　ステップＳ４４において、ＣＰＵ２２は、対応する期間の残り時間が１０分未満でない
と判断した場合（ステップＳ４４においてＮＯ）には、期間が終了したかどうかを判断す
る（ステップＳ４６）。
【０２００】
　ステップＳ４６において、期間が終了した場合には、次のステップに進む。
　再び、ステップＳ４０において、ＣＰＵ２２は、現在時刻が期間ｔＡ、ｔＣ，ｔＦの期
間内であると判断した場合には、期間ｔＡ，ｔＣ，ｔＦの開示時刻から１０分未満である
かどうかを判断する（ステップＳ５２）。
【０２０１】
　そして、ステップＳ５２において、１０分未満であると判断した場合（ステップＳ５２
においてＹＥＳ）には、前の期間の動作に従う調光率に１０分間設定する（ステップＳ５
４）。
【０２０２】
　そして、次に１０分が経過したかどうかを判断する（ステップＳ５６）。
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　ステップＳ５６において、１０分が経過したと判断した場合には、対応する期間の動作
に従う調光率に設定する（ステップＳ５８）。
【０２０３】
　そして、期間が満了したかどうかを判断する（ステップＳ６０）期間が満了した場合に
は、次のステップＳ５２に進む。
【０２０４】
　すなわち、光環境制御モードを開始した現在時刻が、光環境制御動作期間において、調
光率および／または色調を変化させる期間に対応する期間であるような場合（期間ｔＡ，
ｔＣ，ｔＥの期間）には、期間の開始時刻から１０分未満であれば、ユーザに違和感や不
快感を生じさせることなく当該動作を実行する。
【０２０５】
　具体的には、まず、前の期間の動作に従う調光率に１０分間設定し、そして、１０分後
に、調光率および／または色調を変化させる対応する期間の動作を開始する。当該方式に
より、光環境制御動作期間において、調光率および／または色調を変化させる対応する期
間の動作がすぐに実行されてユーザに違和感や不快感を生じさせないようにすることが可
能である。なお、本例においては、一例として１０分を基準に設定しているが、特にこれ
に限られず、ユーザの好みに合わせて調整するようにしても良い。
【０２０６】
　一方、ステップＳ５２において、ＣＰＵ２２は、１０分未満でないと判断した場合には
、次のステップに進む。
【０２０７】
　すなわち、光環境制御モードを開始した現在時刻が、光環境制御動作期間において、調
光率および／または色調を変化させる期間に対応する期間であるような場合（期間ｔＡ，
ｔＣ，ｔＥの期間）には、期間の開始時刻から１０分以上であれば、次の期間の動作に従
う調光率に設定する。当該動作により、調光率および／または色調を変化させる対応する
期間の動作がすぐに実行されてユーザに違和感や不快感を生じさせることを回避すること
ができる。
【０２０８】
　そして、ステップＳ６２において、次の期間の動作に従う調光率に設定する（ステップ
Ｓ６２）。
【０２０９】
　そして、期間が終了したかどうかを判断する（ステップＳ６４）。期間が終了している
と判断した場合（ステップＳ６２においてＹＥＳ）には、ステップＳ６２に戻り、さらに
次の期間の動作に従う調光率に設定する。
【０２１０】
　なお、当該処理を繰り返すことにより一例として、例えば、期間ｔＡ→ｔＢ→ｔＣ→ｔ
Ｄ→ｔＥ→ｔＦ→ｔＡの動作が繰り返されて２４時間のヒトの生活リズムに合わせた調光
を実行することが可能となる。
【０２１１】
　なお、光環境制御モードを終了する場合には、ユーザがリモコン５０の「光環境制御」
ボタン５８を再度押下することにより割込み処理により光環境制御モードが停止されて、
図７のステップＳ１に戻り、通常の点灯が実行されるものとする。
【０２１２】
　また、ユーザが電源スイッチを操作して、電源スイッチをオフした場合には、電源の供
給が停止するため光環境制御モードも終了する。なお、再度、ユーザが電源スイッチをオ
ンした場合には、図７のステップＳ１に戻り、通常の点灯が実行されるものとする。
【０２１３】
　＜我が家流設定＞
　次に、我が家流設定について説明する。
【０２１４】
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　我が家流設定は、上述した光環境制御モードにおける起床時刻、夕食時刻、就寝時刻を
ユーザの個々の生活リズムに合わせた時刻に設定するモードである。
【０２１５】
　ユーザがリモコン５０の「我が家流」設定ボタン６２を押下することにより、我が家流
設定モードに移行する。
【０２１６】
　図１８は、本発明の実施の形態に従う我が家流設定における起床時刻、夕食時刻、就寝
時刻の設定時刻について説明する図である。
【０２１７】
　図１８を参照して、ここでは、起床時刻、夕食時刻、就寝時刻についてそれぞれ０時０
０分～２３時５９分の間で自由に設定することが可能である場合が示されている。
【０２１８】
　なお、起床時刻については、就寝時刻から１時間５９分以内の時刻設定は受け付けない
ように設定される。
【０２１９】
　また、夕食時刻については、起床時刻から５９分後以内の時刻設定は受け付けないよう
に設定される。なお、受け付けない場合には、初期のプリセットされた時刻に設定される
ものとする。
【０２２０】
　以下、具体的に我が家流設定の流れについて説明する。
　ユーザがリモコン５０の「我が家流」設定ボタン６２を押下すると、リモコン５０側で
は設定画面が表示される。具体的には、ＣＰＵ８６がメモリ８０に格納されたプログラム
を読み出すことにより以下に従う設定画面が液晶パネル５２に表示される。
【０２２１】
　図１９は、本発明の実施の形態に従うリモコン５０の液晶パネル５２における我が家流
設定の画面について説明する図である。
【０２２２】
　図１９（Ａ）を参照して、「我が家流」設定ボタン６２を押下すると、まず、起床時刻
の設定が可能な画面が液晶パネル５２に表示される。ユーザは、「ＵＰ」ボタン５７Ａお
よび／または「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂを操作することにより起床時刻を任意の値に設定
することが可能である。なお、本例においては、一例として、液晶パネル５２に「起床時
刻を設定して下さい。」の表示とともに、「ＵＰ」ボタン５７Ａおよび／または「ＤＯＷ
Ｎ」ボタン５７Ｂを操作することにより起床時刻のデフォルト値として設定された「６：
３０」から「７：００」に変更された場合が示されている。そして、「ＯＫの場合には、
「我が家流」設定ボタンを押して下さい。」との案内表示がなされている場合が示されて
いる。リモコン５０は、ユーザが「我が家流」設定ボタンを押下することに従って当該液
晶パネル５２に表示されている起床時刻情報（ここでは７：００）を照明装置１に出力す
る。そして、次に、夕食時刻の設定に移行する。
【０２２３】
　図１９（Ｂ）を参照して、夕食時刻の設定が可能な画面が液晶パネル５２に表示される
。ユーザは、「ＵＰ」ボタン５７Ａおよび／または「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂを操作する
ことにより夕食時刻を任意の値に設定することが可能である。なお、本例においては、一
例として、液晶パネル５２に「夕食時刻を設定して下さい。」の表示とともに、「ＵＰ」
ボタン５７Ａおよび／または「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂを操作することにより夕食時刻の
デフォルト値として設定された「１９：００」から「１９：３０」に変更された場合が示
されている。そして、「ＯＫの場合には、「我が家流」設定ボタンを押して下さい。」と
の案内表示がなされている場合が示されている。リモコン５０は、ユーザが「我が家流」
設定ボタンを押下することに従って当該液晶パネル５２に表示されている夕食時刻情報（
ここでは１９：３０）を照明装置１に出力する。そして、次に、就寝時刻の設定に移行す
る。
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【０２２４】
　図１９（Ｃ）を参照して、就寝時刻の設定が可能な画面が液晶パネル５２に表示される
。ユーザは、「ＵＰ」ボタン５７Ａおよび／または「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂを操作する
ことにより就寝時刻を任意の値に設定することが可能である。なお、本例においては、一
例として、液晶パネル５２に「就寝時刻を設定して下さい。」の表示とともに、「ＵＰ」
ボタン５７Ａおよび／または「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂを操作することにより就寝時刻の
デフォルト値として設定された「２３：００」から「２３：３０」に変更された場合が示
されている。そして、「ＯＫの場合には、「我が家流」設定ボタンを押して下さい。」と
の案内表示がなされている場合が示されている。リモコン５０は、ユーザが「我が家流」
設定ボタンを押下することに従って当該液晶パネル５２に表示されている就寝時刻情報（
ここでは２３：３０）を照明装置１に出力する。そして、次に、夜間調光率の設定に移行
する。本例においては、我が家流設定において、起床時刻、夕食時刻、就寝時刻とともに
、夜間動作における夜間調光率も設定可能とされている。
【０２２５】
　図１９（Ｄ）を参照して、夜間調光率の設定が可能な画面が液晶パネル５２に表示され
る。ユーザは、「ＵＰ」ボタン５７Ａおよび／または「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂを操作す
ることにより、夜間調光率の数値を任意の値に設定することが可能である。また、当該設
定の際、照明装置１のＣＰＵ２２は、ＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３０から発光さ
れる調光率が液晶パネル５２に表示されている調光率となるように制御する。具体的には
、まず、照明装置１の調光率は３０％に設定される。そして、リモコン５０からの「ＵＰ
」ボタン５７Ａおよび／または「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂの入力に従って調光率の上昇／
下降の指示が照明装置１に出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、調光率の上昇／下降
の指示に従ってＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３０から発光される調光率を調整する
。
【０２２６】
　なお、本例においては、一例として、液晶パネル５２に「夜間調光率を設定して下さい
。」の表示とともに、「ＵＰ」ボタン５７Ａおよび／または「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂを
操作することにより夜間調光率のデフォルト値として設定された「３０％」が示されてい
る。そして、「ＯＫの場合には、「我が家流」設定ボタンを押して下さい。」との案内表
示がなされている場合が示されている。リモコン５０は、ユーザが「我が家流」設定ボタ
ン６２を押下することに従って、当該液晶パネル５２に最終的に表示されている夜間調光
率情報（ここでは３０％）を照明装置１に出力する。
【０２２７】
　図２０は、本発明の実施の形態に従う我が家流設定のフローを説明する図である。
　当該フローは、ＣＰＵ２２がメモリ２９に格納されたプログラムを読み込むことにより
実行されるものとする。
【０２２８】
　図２０を参照して、我が家流設定モードに移行した場合に、ＣＰＵ２２は、起床時刻情
報の入力があるかどうか判断する（ステップＳ１２０）。具体的には、図１９で説明した
リモコン５０からの起床時刻情報を受信したかどうかに基づいて判断する。
【０２２９】
　ステップＳ１２０において、ＣＰＵ２２は、起床時刻情報の入力があると判断した場合
（ステップＳ１２０においてＹＥＳ）には、入力された内容に従って起床時刻を設定する
（ステップＳ１２２）。そして、再び、ステップＳ１２０に戻る。
【０２３０】
　次に、ステップＳ１２０において、ＣＰＵ２２は、起床時刻情報の入力がなかったと判
断した場合（ステップＳ１２０においてＮＯ）には、次に夕食時刻情報の入力があるかど
うかを判断する（ステップＳ１２４）。具体的には、図１９で説明したリモコン５０から
の夕食時刻情報を受信したかどうかに基づいて判断する。
【０２３１】
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　ステップＳ１２４において、ＣＰＵ２２は、夕食時刻情報の入力があると判断した場合
（ステップＳ１２４においてＹＥＳ）には、入力された内容に従って夕食時刻を設定する
（ステップＳ１２６）。そして、再び、ステップＳ１２０に戻る。
【０２３２】
　次に、ステップＳ１２４において、ＣＰＵ２２は、時刻情報の入力がなかったと判断し
た場合（ステップＳ１２４においてＮＯ）には、次に就寝時刻情報の入力があるかどうか
を判断する（ステップＳ１２８）。具体的には、図１９で説明したリモコン５０からの就
寝時刻情報を受信したかどうかに基づいて判断する。
【０２３３】
　ステップＳ１２８において、ＣＰＵ２２は、就寝時刻情報の入力があると判断した場合
（ステップＳ１２８においてＹＥＳ）には、入力された内容に従って就寝時刻を設定する
（ステップＳ１３０）。
【０２３４】
　そして、ＣＰＵ２２は、調光率を３０％に設定する（ステップＳ１７２）。具体的には
、ＣＰＵ２２は、ＰＷＭ制御回路２３に対してＬＥＤモジュール３２の発光に従う調光率
が３０％となるように制御する。当該動作により、ユーザは、調光率３０％の夜間調光率
の明るさを認識することが可能となる。
【０２３５】
　そして、ステップＳ１２０に戻る。
　次に、ステップＳ１２８において、ＣＰＵ２２は、就寝時刻情報の入力がないと判断し
た場合（ステップＳ１２８においてＮＯ）には、「ＵＰ」ボタン５７Ａまたは「ＤＯＷＮ
」ボタン５７Ｂの入力指示が有るかどうかを判断する（ステップＳ１３４）。
【０２３６】
　ステップＳ１３４において、「ＵＰ」ボタン５７Ａまたは「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂの
入力指示があると判断した場合（ステップＳ１３４においてＹＥＳ）には、「ＵＰ」ボタ
ン５７Ａまたは「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂの入力指示に従って調光率を調整する（ステッ
プＳ１３６）。
【０２３７】
　そして、再びステップＳ１２０に戻る。当該動作により、ユーザは、「ＵＰ」ボタン５
７Ａまたは「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂの入力指示に従って調光率の調整に従う夜間調光率
の明るさを認識することが可能となる。
【０２３８】
　そして、ユーザが任意に「ＵＰ」ボタン５７Ａおよび／または「ＤＯＷＮ」ボタン５７
Ｂを操作することにより所望の明るさに従う夜間調光率に設定することが可能となる。
【０２３９】
　ステップＳ１３４において、「ＵＰ」ボタン５７Ａまたは「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂの
入力指示が無いと判断した場合（ステップＳ１３４においてＮＯ）には、夜間調光率情報
の入力があるかどうかを判断する（ステップＳ１３８）。具体的には、図１９で説明した
リモコン５０からの夜間調光率情報を受信したかどうかに基づいて判断する。
【０２４０】
　ステップＳ１３８において、夜間調光率情報の入力があると判断した場合（ステップＳ
１３８においてＹＥＳ）には、入力された内容に従って夜間調光率を設定する（ステップ
Ｓ１４０）。そして、処理を終了する（リターン）。すなわち、再び、図７のステップＳ
１に戻る。
【０２４１】
　一方、ステップＳ１３８において、夜間調光率情報の入力がないと判断した場合（ステ
ップＳ１３８においてＮＯ）には、ステップＳ１２０に戻る。
【０２４２】
　当該動作により、光環境制御モードにおける我が家流情報である起床時刻情報、夕食時
刻情報、就寝時刻情報および夜間調光率情報を設定することが可能となる。当該我が家流
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情報は、メモリ２９に格納されるものとする。そして、我が家流情報がメモリ２９に格納
されることにより図１７のステップＳ３０において我が家流設定有りと判断される。
【０２４３】
　そして、光環境制御モードにおいて、図１７で説明したステップＳ３６において、メモ
リ２９に格納された我が家流情報である、我が家流設定に関する起床時刻、夕食時刻、就
寝時刻に基づいて光環境制御動作期間が設定されて、我が家流設定に従う光環境制御モー
ドを実行することが可能となる。また、夜間調光率情報に従う夜間調光率に設定すること
が可能となる。
【０２４４】
　したがって、各ヒトの個々の生活リズムに合わせた調光および調色を実行して、快適な
光環境を実現することが可能となる。
【０２４５】
　なお、上述した光環境制御モードが実行されている場合においても、ユーザがリモコン
５０の「我が家流」設定ボタン６２を押下することにより、割込み処理により、我が家流
設定モードに移行する。そして、我が家流設定モードが終了した場合には、再び、図１７
における光環境制御モードの処理が再度実行される。当該処理により、新たに設定された
我が家流情報に基づいて、光環境制御モードが実行され、快適な光環境を実現することが
可能となる。
【０２４６】
　なお、本例においては、我が家流設定モードにおいて、３つの時刻と、夜間調光率を設
定する場合について説明したが、特にこれに限られず、図１２に示されるそれぞれ期間お
よび動作をユーザの好みに合わせて設定可能とするようにしても良い。その場合、例えば
図１２に示されるそれぞれの期間において、後述するお気に入り登録にて登録した点灯状
態を利用して点灯するように設定できるようにしてもよい。
【０２４７】
　＜エコ点灯モード＞
　次に、エコ点灯モードについて説明する。
【０２４８】
　エコ点灯モードでは、点灯開始から一定の時間で、点灯開始時の輝度（照明部３０から
の発光出力）に対して一定の割合で減光する。すなわち、点灯開始時には設定された輝度
で点灯する。なお、「点灯開始時」にはユーザの操作で明るさ変更された場合も含まれる
。
【０２４９】
　点灯開始時または調光率や色調の変更時から一定の時間としてたとえば１０分間が設定
され、一定の割合としてその時点の輝度である初期の調光値Ｘの２０％が設定されている
と、点灯開始時から１０分間で調光値が初期の調光値Ｘの８０％となるまで減光する。
【０２５０】
　図２１は、本発明の実施の形態に従うエコ点灯モードにおける調光率のグラフを説明す
る図である。
【０２５１】
　図２１（Ａ）を参照して、本例においては、縦軸および横軸が対数である両対数グラフ
が示されている。縦軸の単位は、０．１％である。横軸の単位は秒である。
【０２５２】
　当該両対数グラフにおいて、調光率と時間との関係が線形となるように減光される場合
が示されている。具体的には、両対数グラフにおいて期間１０分（６００秒）の間に調光
率１００％が調光率８０％に調整される場合が示されている。
【０２５３】
　図２１（Ｂ）を参照して、上記図２１（Ａ）の両対数グラフを通常のグラフとした場合
が示されている。
【０２５４】



(28) JP 2017-107865 A 2017.6.15

10

20

30

40

50

　当該方式により減光することによりヒトに違和感あるいは不快感をさらに生じさせるこ
となく減光させることが可能となり快適かつ自然な光環境を実現しつつ省エネを図ること
が可能となる。
【０２５５】
　図２２は、本発明の実施の形態に従うエコ点灯モードの処理を説明するフロー図である
。
【０２５６】
　当該フローは、ＣＰＵ２２がメモリ２９に格納されたプログラムを読み込むことにより
実行されるものとする。
【０２５７】
　ＣＰＵ２２は、図２１に表わされた処理を所定間隔（たとえば１秒間隔）の割込み処理
で実行する。
【０２５８】
　図２２を参照して、まず、ＣＰＵ２２は、点灯を開始するか否かを判断する（ステップ
Ｓ１６０）。点灯の開始でなかったと判断した場合（ステップＳ１６０においてＮＯ）に
は、ステップＳ１６６に進む。
【０２５９】
　一方、ＣＰＵ２２は、点灯開始と判断した場合（ステップＳ１６０においてＹＥＳ）に
は、調光率を１００％に設定する（ステップＳ１６２）。具体的には、ＣＰＵ２２は、Ｐ
ＷＭ制御回路２３に対してＬＥＤモジュール３１および／またはＬＥＤモジュール３２の
発光に従う調光率が１００％となるように制御する。当該制御により、点灯開始時にユー
ザは、調光率１００％の明るさを認識することが可能となる。
【０２６０】
　次に、ＣＰＵ２２は、減光時間を計時するための減光タイマを所定時間（本例では６０
０秒）にセットし、減光目標とする調光率（本例では８０％）を決定して処理を終了する
（リターン）。すなわち、再び、図７のステップＳ１に戻る。
【０２６１】
　一方、ステップＳ１６０において、点灯の開始でなかったと判断した場合（ステップＳ
１６０においてＮＯ）には、ＣＰＵ２２は減光タイマが０かどうかを判断する（ステップ
Ｓ１６６）。減光タイマが０であると判断した場合（ステップＳ１６６においてＮＯ）に
は、処理を終了する（リターン）。
【０２６２】
　ステップＳ１６６において減光タイマが０でないと判断した場合（ステップＳ１６６に
おいてＹＥＳ）には、ＣＰＵ２２は減光処理（ステップＳ１６８）を実行する。
【０２６３】
　図２３は、ステップＳ１６８の減光処理のサブルーチンを説明する図である。
　図２３を参照して、減光処理が開始すると、ＣＰＵ２２は、図２１に表わされた調光率
と時間との関係を示す関係式にその時点での減光タイマを変数として代入することによっ
て、その時点で減光する値（調光率）をＤＯＷＮ値として算出する（ステップＳ１８０）
。
【０２６４】
　そして、ＣＰＵ２２は、現在の出力値（調光率）から算出したＤＯＷＮ値を差し引いた
値を調光率として設定する（ステップＳ１８２）。具体的には、ＣＰＵ２２は、ＰＷＭ制
御回路２３に対してＬＥＤモジュール３１および／またはＬＥＤモジュール３２の発光に
従う調光率が算出された値となるように制御する。
【０２６５】
　その後、ＣＰＵ２２は、減光タイマを１デクリメントして（ステップＳ１８４）、減光
処理を終了する（リターン）。
【０２６６】
　上の例は点灯開始からの動作を表わすものであるが、調光率や色調の変更時でも同様の
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動作を行なうものとする。
【０２６７】
　当該動作により、エコ点灯モードでは、点灯開始から一定の時間で、点灯開始時または
調光率や色調の変更時の輝度に対する所定割合の輝度まで、図２１に表わされたように徐
々に減光される。なお、本例では図２１に表わされたように縦軸および横軸が対数である
両対数グラフにおいて調光率が時間経過に対して線形に変化させているが、調光率を時間
経過に対して線形に変化させてもよい。これにより、ヒトに違和感あるいは不快感を生じ
させることなく調光率を変化させることが可能となり快適かつ自然な光環境を実現しつつ
省エネを図ることが可能となる。
【０２６８】
　エコ点灯モードは、ユーザが「エコ点灯」ボタン６０を押下することにより点灯制御指
示がリモコン５０から出力される。照明装置１のＣＰＵ２２は、リモコン５０からの点灯
制御指示の入力を受けて、ＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３０への点灯制御を開始す
るように指示する。ここで、「エコ点灯」ボタン６０の押下すなわち、リモコン５０から
の点灯制御指示の入力に従って、「エコ点灯モード」→「通常モード」→「エコ点灯モー
ド」→・・・を繰り返すものとする。すなわち、エコ点灯モード中にリモコン５０からの
点灯制御指示が入力されると、照明装置１のＣＰＵ２２はエコ点灯モードを解除する。こ
のとき、ＣＰＵ２２は、ＰＷＭ制御回路２３に対して点灯開始時の輝度となるように制御
する。
【０２６９】
　なお、エコ点灯モードは、光環境制御モードと組み合わせることができる。この場合、
光環境制御モードの期間ｔＡ～ｔｆの６つの期間でのそれぞれの点灯制御において、ＣＰ
Ｕ２２は、当該期間開始から一定の時間で、開始時の輝度に対する所定割合の輝度まで徐
々に減光する。また、本発明にかかる光源はＬＥＤに限定されず、蛍光灯、ＥＬ（Electr
o-Luminescence）等の光源であってもよい。
【０２７０】
　＜照度センサモード＞
　次に、照度センサモードについて説明する。
【０２７１】
　照度センサモードは、予め設定した照度となるように照度センサ２８の取得結果に基づ
いて調光率を制御するモードである。
【０２７２】
　ユーザがリモコン５０の「照度センサ」ボタン７０を押下することにより、照度センサ
モードに移行する。
【０２７３】
　照度センサモードでは、ＣＰＵ２２は、所定間隔に規定回数（たとえば０．５ミリ秒ご
とに８回、など）、照度センサ２８での測定結果を取得する。そして、この平均値を算出
する。この平均値を、測定値Ｍ１とする。ＣＰＵ２２は所定期間、測定値Ｍ１の算出を繰
り返し、メモリ２９の所定領域にする。そして、所定回数（たとえば１０回）分の測定値
Ｍ１のトリム平均を算出する。この平均値を、測定値Ｍ２とする。０．５ミリ秒ごとに８
回照度センサ２８での測定結果を取得して測定値Ｍ１を算出することで４ミリ秒ごと平均
値が得られ、その測定値Ｍ１の１０回分で測定値Ｍ２を算出することで２秒の平均値が得
られることになる。
【０２７４】
　照度センサモードに先立って、目標の照度が設定される。目標の照度の設定は、ユーザ
がリモコン５０の「環境登録」ボタン６９を押下することにより行なわれる。すなわち、
「環境登録」ボタン６９が押下されたことによる信号を受信すると、ＣＰＵ２２は上述の
測定値Ｍ２を算出し、算出された測定値Ｍ２をそのときの照度を表わす値として取得する
。そして、メモリ２９の所定領域に取得した値を「目標の照度」として書き込む。
【０２７５】
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　目標の照度の設定は、照明装置１を設置した部屋に外光が入らない状態にした後、ユー
ザがリモコン５０で所望の明るさとなるように調光率を調整した後「環境登録」ボタン６
９を押下することで正確に所望の照度を「目標の照度」として設定することが可能である
。
【０２７６】
　なお、本例においては、「目標の照度」をユーザ自身がリモコン５０で所望の明るさと
なるように調光率を調整して設定する例について説明したが、メモリ２９に予めデフォル
ト値としての異なる値の「目標の照度」を複数登録しておき、ユーザが当該複数の「目標
の照度」から選択して「目標の照度」を設定できるようにしてもよい。
【０２７７】
　さらに、ＣＰＵ２２は、目標の照度に基づいて、ユーザによる目標の照度の変更を可能
とするために多段階の照度レベルを設定する。また、各照度レベルについて、ハンチング
を防ぐために、目標の照度範囲を規定するハイレベルとロウレベルとを設定する。ここで
は、目標の照度を照度レベル１のハイレベルとし、それよりも照度の低い照度レベル１の
ロウレベル、照度レベル１よりも照度の高い照度レベル２、３のそれぞれのハイレベル、
ロウレベルを設定する。
【０２７８】
　図２４は、照度レベルの設定を説明するための図である。
　図２４を参照して、ＣＰＵ２２は、一例として、「照度レベル１のハイレベル」として
目標の照度（図中のＡ値）を設定し、「照度レベル２のハイレベル」として照度レベル１
のハイレベルの１．２倍の照度（図中のＢ値）を設定し、「照度レベル３のハイレベル」
として照度レベル２のハイレベルの１．２倍の照度（図中のＣ値）を設定する。さらに、
それぞれの照度レベルのロウレベルとして、ハイレベルとして設定された照度の０．９倍
の照度を設定する。また、後述する、急に暗くなった事を検知するための「暗い判定」に
用いる判定値として、目標の照度（図中のＡ値）の０．５倍の照度を設定する。
【０２７９】
　ＣＰＵ２２は、照度センサモードでの制御のために、予め明るさ（照度）ごとに「明る
さレベル」をメモリ２９に登録しておくものとする。なお、明るさの単位はルクス（ｌｘ
）とする。
【０２８０】
　図２５は、明るさレベルと登録された明るさとの対応の一例を示す図である。
　図２５の例では、明るさレベル２８が全灯を表わし、明るさレベル１が微灯を表わして
いる。ＣＰＵ２２は上記対応にしたがって、照度センサモードにおいて明るさレベル２８
（全灯）～１（微灯）の範囲で調光する。
【０２８１】
　照度センサモードでの制御は、スタート時の制御と通常制御との２種類の制御がある。
照度センサモードが開始されるとスタート時の制御が行なわれ、その後、判定結果に応じ
て通常制御に移行する。
【０２８２】
　図２６は、本発明の実施の形態に従う照度センサモードのフローを説明する図である。
　当該フローは、ＣＰＵ２２がメモリ２９に格納されたプログラムを読み込むことにより
実行されるものとする。
【０２８３】
　図２６を参照して、照度センサモードに移行した場合に、ＣＰＵ２２は照度測定を行な
う（ステップＳ２２０）。ここでの照度測定は、上述のように照度センサ２８からの測定
結果から測定値Ｍ２を算出する処理を指す。
【０２８４】
　そして、１回分の測定値Ｍ２が得られると、つまり、上述の例では２秒間の測定結果の
平均値である測定値Ｍ２が得られると（ステップＳ２２２でＹＥＳ）、ＣＰＵ２２は、測
定値Ｍ２と目標の照度である設定された照度レベル１とを比較する判定動作を行なう。
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【０２８５】
　判定動作の結果、測定値Ｍ２が目標の照度である照度レベル１のハイレベルよりも高い
照度を示している場合（ステップＳ２２４でＹＥＳ）、ＣＰＵ２２は、現在の明るさレベ
ルを１段階下げるように調光率を変更する（ステップＳ２２６）。
【０２８６】
　測定値Ｍ２が目標の照度である照度レベル１のロウレベルよりも低い照度を示している
場合（ステップＳ２２４でＮＯ、かつステップＳ２２８でＹＥＳ）、ＣＰＵ２２は、現在
の明るさレベルを１段階上げるように調光率を変更する（ステップＳ２３０）。
【０２８７】
　ステップＳ２２６またはステップＳ２３０で調光率を変更すると、ＣＰＵ２２はその後
、ステップＳ２２０の動作へ戻る。そして、測定値Ｍ２が目標の照度である照度レベル１
のロウレベルとハイレベルとの間の照度を示していると判定されるまで、上の動作を繰り
返す。
【０２８８】
　測定値Ｍ２が目標の照度である照度レベル１のロウレベルとハイレベルとの間の照度を
示している場合（ステップＳ２２４でＮＯ、かつステップＳ２２８でＮＯ）、現在の明る
さレベルが目標の照度に合致しているものとして、ＣＰＵ２２は、明るさレベルを変更し
ない。そして、以上の、スタート時の制御を終了して、通常制御に移行する。
【０２８９】
　通常制御に移行すると、ＣＰＵ２２は照度測定を行なう（ステップＳ２３２）。ここで
の照度測定は、ステップＳ２２０と同様に、上述のように照度センサ２８からの測定結果
から測定値Ｍ２を算出する処理を指す。
【０２９０】
　通常制御では、ＣＰＵ２２は、測定値Ｍ２と目標の照度である設定された照度レベル１
とを比較する判定動作を２回行ない、２回とも同じ判定結果であった場合に、明るさレベ
ルを変更する。なお、この際ＣＰＵ２２、明るさレベルを変更している最中の照度センサ
２８での測定結果を用いて得られた測定値Ｍ２は（ステップＳ２３４でＹＥＳ）、判定動
作には用いない。
【０２９１】
　すなわち、２回の判定動作の結果ともに、測定値Ｍ２が目標の照度である照度レベル１
のハイレベルよりも高い照度を示している場合（ステップＳ２３６でＹＥＳ）、ＣＰＵ２
２は、現在の明るさレベルを１段階下げるように調光率を変更する（ステップＳ２３８）
。
【０２９２】
　２回の判定動作の結果ともに、測定値Ｍ２が目標の照度である照度レベル１のロウレベ
ルよりも低い照度を示している場合（ステップＳ２３６でＮＯ、かつステップＳ２４０で
ＹＥＳ）、ＣＰＵ２２は、現在の明るさレベルを１段階上げるように調光率を変更する（
ステップＳ２４２）。
【０２９３】
　２回の判定動作の結果が異なる場合や、２回の判定動作の結果ともに測定値Ｍ２が目標
の照度である照度レベル１のロウレベルとハイレベルとの間の照度を示している場合には
（ステップＳ２３６でＮＯ、かつステップＳ２４０でＮＯ）、ＣＰＵ２２は、明るさレベ
ルを変更しない。
【０２９４】
　ＣＰＵ２２は、照度センサモードの間中、以上の通常制御を繰り返す。
　図２７および図２８は、それぞれ、スタート時の制御および通常制御を説明するための
図である。
【０２９５】
　上述の例のように２秒ごとに測定値Ｍ２が算出されるものとすると、図２７を参照して
、スタート時の制御では、ＣＰＵ２２は、２秒ごとに測定値Ｍ２が目標の照度である照度
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レベル１と比較し、照度レベル１に近づけるように明るさレベルを変更する。図２７の例
では、判定動作において測定値Ｍ２が目標の照度よりも低いと判定されると、ＣＰＵ２２
は、照度レベル１に近づけるように明るさレベルを１段階上げる。そして、測定値Ｍ２が
目標の照度の範囲内に達すると、スタート時の制御を終了する。なお、スタート時の制御
では、明るさレベルを変更しているときに得られた測定値Ｍ２も次の判定動作に用いる。
【０２９６】
　図２８を参照して、通常制御では、ＣＰＵ２２は、２秒ごとに測定値Ｍ２が目標の照度
である照度レベル１と比較するものの、２回連続して同じ判定結果であった場合に、照度
レベル１に近づけるように明るさレベルを変更する。図２８の例では、判定動作において
２回連続して測定値Ｍ２が目標の照度よりも低いと判定されると、その２回目の判定時に
ＣＰＵ２２は、照度レベル１に近づけるように明るさレベルを１段階上げる。そして、さ
らに、明るさレベルを変更しているときに得られた測定値Ｍ２は判定動作に用いない。明
るさレベルの変更のための測定値Ｍ２の判定動作を少なくとも２回行うことで、１回の判
定動作で明るさレベルの変更を行うスタート時の制御に比べて明るさレベル変更の時間間
隔を遅らせることができる。また、明るさレベルを変更しているときに得られた測定値Ｍ
２を判定動作に用いないことで、明るさレベル変更の時間間隔をより遅らせることができ
る。
【０２９７】
　図２７および図２８に示されるように、照度センサモードでは、目標の照度に達するま
でのスタート時の制御において、通常制御よりも短い間隔で明るさレベルが変更されるこ
とになる。すなわち、照度センサモードに移行した当初は、急速に目標の照度に達するま
で調光率が制御される。
【０２９８】
　たとえば、上述の例の場合、スタート時の制御において全灯から微灯まで２７段階変更
されるのに要する最短時間は、判定時間（２秒×２７＝５４秒）＋最後の調光変更時間（
２００ミリ秒）＝５４．２秒となる。
【０２９９】
　このような制御によって、たとえば目標の照度を低めに設定していた場合には、緩やか
にその照度まで調光率を変化させるよりもより消費電力を抑えることができる。
【０３００】
　反対に、いったん目標の照度に達した後の制御である通常制御では、スタート時の制御
よりも長い間隔で明るさレベルが変更されることになる。すなわち、いったん目標の照度
に達した後は、照度の変化に応じたて、スタート時の制御よりも長い間隔で、すなわち緩
やかに調光率が制御される。
【０３０１】
　たとえば、上述の例の場合、通常制御において全灯から微灯まで２７段階変更されるの
に要する最短時間は、判定時間および途中の調光変更時間（スキップする判定時間）（６
秒×２６＝１５６秒）＋最後の判定時間（４秒）＋最後の調光変更時間（２００ミリ秒）
＝１６０．２秒となる。
【０３０２】
　このような制御によって、いったん目標の照度に達した後は細かい間隔での明るさレベ
ルの変更によるチラツキを抑えることができ、不快感を抑えることができる。
【０３０３】
　なお、本例においては、通常制御の明るさレベルの変更のための判定動作の回数をスタ
ート時の制御よりも多くする方法と、通常制御において明るさレベルを変更しているとき
に得られた測定値を判定動作に用いないようにする方法によってスタート時の制御に比べ
て通常制御の明るさレベル変更の時間間隔を遅らせる例について説明したが、いずれか一
方の方法のみを用いることでスタート時の制御よりも通常制御の明るさレベル変更の時間
間隔を遅らせるように制御してもよい。
【０３０４】



(33) JP 2017-107865 A 2017.6.15

10

20

30

40

50

　なお、照度センサモードにおいてたとえばユーザがリモコン５０の「照度センサ」ボタ
ン７０を押下することにより、目標の照度を変更することもできる。具体的には、ＣＰＵ
２２は、目標の照度が照度レベル１であるときに「照度センサ」ボタン７０の押下を受け
付けると判定動作に用いる照度レベルを現在のレベルから照度レベル２に１段階上げる。
さらに、目標の照度が照度レベル２であるときに「照度センサ」ボタン７０の押下を受け
付けると照度レベル３に１段階上げる。目標の照度が照度レベル３であるときに「照度セ
ンサ」ボタン７０の押下を受け付けると、ＣＰＵ２２は照度センサモードを終了する。な
お、本例においては照度レベルの変更を「照度センサ」ボタン７０にて行う例について説
明したが、「明るく」ボタン５５や「暗く」ボタン５６にて照度レベルの変更を行うよう
にしてもよい。
【０３０５】
　上述したように部屋に外光が入らない状態で所望の明るさレベルにして目標の照度を設
定した場合、たとえ外光が入る状態にした後照度センサモードにて設定した目標の照度に
調光したとしても、ユーザは部屋の内外の照度の差によって部屋の照度が足りず暗く感じ
るという場合がある。そのような場合であっても、「照度センサ」ボタン７０を再度押下
するだけで初めに設定した照度レベル１から照度レベル２に目標の照度を上げることがで
きるのですぐにより明るい目標の照度に変更して調光することができる。従って、再度目
標の照度を設定しなおす必要がないので、ユーザの利便性が向上する。
【０３０６】
　このとき、好ましくは、ＣＰＵ２２は、変更された方向に明るさレベルをヒトが明るさ
が変化したとわかる程度（たとえば６段階）いったん変化させた後に、上述のスタート時
の制御を行なって調光率を新たに設定した目標の照度まで変化させる。
【０３０７】
　具体的には、照度センサモードにおいて「照度センサ」ボタン７０の押下を受け付ける
と、ＣＰＵ２２は、判定動作に用いる照度レベルを現在のレベルから１段階上げると共に
、調光率を現在の明るさレベルから６段階上がるように変更する。その後、ＣＰＵ２２は
スタート時の制御を行なって、目標の照度範囲になるように調光率を急速に変更する。照
度レベルを上げたときに一旦調光率を現在の明るさレベルから複数段階（本例では６段階
）上げた後でスタート時の制御を開始することで、ユーザに明るさレベルが上がったこと
がより感じられやすくなる。
【０３０８】
　なお、ＣＰＵ２２は、好ましくは上述の通常制御において、たとえばカーテンを閉めた
ときの室内の照度変化のような、周囲の明るさが極端に暗くなったか否かを判定する「暗
い判定」を行なう。ここでは、上述の「暗い判定」用の判定値を用いる。
【０３０９】
　すなわち、ＣＰＵ２２は、通常制御の上記判定動作において測定値Ｍ２が「暗い判定」
用の判定値よりも低い照度を示している場合、周囲の明るさが極端に暗くなったと判定し
、直ちに明るさレベルを全灯に該当する明るさレベル２８となるように調光率を変更する
。そしてその後、スタート時の制御に移行する。
【０３１０】
　このような動作を行なうことによって、たとえばカーテンを閉めた場合などの周囲の明
るさが極端に暗くなったときにも、適切に目標の照度とすることができる。
【０３１１】
　なお、このような制御は、他の制御モードと組み合わせることもできる。たとえば、図
７のステップＳ６の光環境制御モードに応用すると、各設定時刻の前の１時間、照度セン
サモードとすることができる。この場合、色は昼光色のみとし、照度センサモードの開始
時の明るさレベルは全灯に該当する明るさレベル２８とする。
【０３１２】
　また、後述する図７のステップＳ１８のお気に入り登録モードで登録された色調で点灯
する場合に照度センサモードに移行すると、お気に入りで設定された色調（色の割合）を
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保ったまま、明るさのみ照度センサモードで変更する。すなわち、ＣＰＵ２２は、お気に
入り登録された明るさ（昼光色と電球色との合算した値）から明るさレベルを算出し、照
度センサモードの開始時の明るさレベルをその明るさレベルとする。
【０３１３】
　また、図７のステップＳ１０のエコ点灯モードと照度センサモードとを組み合わせる場
合、ＣＰＵ２２は、明るさレベル２６（８０％）～１（微灯）の範囲で調光する。ただし
、エコ点灯モード中であっても照度センサモード開始時に明るさレベル２６以上であった
場合は、ＣＰＵ２２はその明るさレベルで照度センサモードを開始する。そして、いった
ん明るさレベルが２６より下がったら、その後は明るさレベル２６以上とならないように
調光する。
【０３１４】
　なお、ＣＰＵ２２は照度センサモード開始に、その時の明るさレベルをメモリ２９の所
定領域に書き込む。そして、照度センサモードを解除する場合、ＣＰＵ２２照度センサモ
ード開始時の明るさレベルに戻す。
【０３１５】
　＜タイマモード＞
　次に、タイマモードについて説明する。
【０３１６】
　タイマモードは、ユーザが設定した時刻等に基づいて照明装置１の点消灯動作を自動的
に実行するモードである。
【０３１７】
　本例においては、タイマモードについて、ユーザの操作指示に従って３つのタイマモー
ドに設定することが可能である。具体的には、切タイマモードと、入タイマモードと、留
守タイマモードについて説明する。
【０３１８】
　図２９は、本発明の実施の形態に従うタイマモードのフローを説明する図である。
　図２９を参照して、まず、いずれのタイマモードの指示があったかを判断する。具体的
には、まず、ＣＰＵ２２は、「留守タイマ」ボタン６７の入力指示があったかどうかを判
断する（ステップＳ２０）。ステップＳ２０において、ＣＰＵ２２は、リモコン５０に設
けられた「留守タイマ」ボタン６７の押下に従って出力される留守タイマ制御指示が入力
されたと判断した場合（ステップＳ２０においてＹＥＳ）には、留守タイマモードに移行
する（ステップＳ２１）。留守タイマモードの詳細については後述する。
【０３１９】
　一方、ステップＳ２０において、ＣＰＵ２２は、「留守タイマ」ボタン６７の入力指示
が入力されていないと判断した場合（ステップＳ２０においてＮＯ）には、次に、ＣＰＵ
２２は、入タイマ設定情報の入力が有ったかどうかを判断する（ステップＳ２２）。
【０３２０】
　図３０は、本発明の実施の形態に従う入タイマ設定画面および切タイマ設定画面を説明
する図である。
【０３２１】
　ユーザが「入タイマ」ボタン７５を押下することにより、入タイマモードにおける入タ
イマ設定における動作を開始することが可能となる。具体的には、当該「入タイマ」ボタ
ン７５を押下することにより図３０（Ａ）に示されるように入タイマ設定画面（図示せず
）が液晶パネル５２に表示される。そして、入タイマ設定画面において、ユーザは、「Ｕ
Ｐ」ボタン５７Ａおよび「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂを用いて点灯時刻を設定することが可
能である。そして、再度「入タイマ」ボタン７５を押下することにより入タイマ設定情報
がリモコン５０から出力される。なお、入タイマ設定情報がリモコン５０から出力された
場合には、液晶パネル５２に例えば「入タイマ」が表示されるものとする。すなわち、リ
モコン５０のメモリ８０には入タイマモードが開始されたことを示す情報が格納される。
液晶パネル５２に例えば「入タイマ」が表示された後、再度、リモコン５０の「入タイマ
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」ボタン７５を押下した場合には、リモコン５０から入タイマ設定解除指示が出力される
。ＣＰＵ２２は、リモコン５０からの入タイマ設定解除指示の入力が有った場合には入タ
イマモードを解除する。なお、入タイマ設定解除指示がリモコン５０から出力された場合
には、液晶パネル５２に表示されていた「入タイマ」は非表示となるものとする。なお、
他のモードと組み合わせて用いるようにすることも可能である。また、入タイマモードに
よる点灯制御が一度開始された場合にはデータがリセットされるように制御しても良いし
、あるいは、データが保持されて点灯制御が繰り返し実行されるように制御するようにし
ても良い。
【０３２２】
　また、同様に、ユーザが「切タイマ」ボタン７４を押下することにより、切タイマモー
ドにおける切タイマ設定における動作を開始することが可能となる。具体的には、当該「
切タイマ」ボタン７４を押下することにより図３０（Ｂ）に示されるように切タイマ設定
画面が液晶パネル５２に表示される。そして、切タイマ設定画面において、ユーザは、「
ＵＰ」ボタン５７Ａおよび「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂを用いて消灯時刻を設定することが
可能である。そして、再度「切タイマ」ボタン７４を押下することにより切タイマ設定情
報がリモコン５０から出力される。なお、切タイマ設定情報がリモコン５０から出力され
た場合には、液晶パネル５２に例えば「切タイマ」が表示されるものとする。すなわち、
リモコン５０のメモリ８０には切タイマモードが開始されたことを示す情報が格納される
。液晶パネル５２に例えば「切タイマ」が表示された後、再度、リモコン５０の「切タイ
マ」ボタン７４を押下した場合には、リモコン５０から切タイマ設定解除指示が出力され
る。ＣＰＵ２２は、リモコン５０からの切タイマ設定解除指示の入力が有った場合には切
タイマモードを解除する。なお、切タイマ設定解除指示がリモコン５０から出力された場
合には、液晶パネル５２に表示されていた「切タイマ」は非表示となるものとする。なお
、他のモードと組み合わせて用いるようにすることも可能であり、例えば、入タイマモー
ドと組み合わせるようにすることも可能である。なお、入タイマモードと切タイマモード
とを組み合わせた場合に設定時刻が重ならないようにすることも可能であるし、同じ時刻
に設定することも可能である。同じ時刻に設定する場合にはいずれか一方のモードを優先
させてもよいし、あるいは、両方のモードに従う処理を無効とするようにしても良い。ま
た、切タイマモードによる消灯制御が一度開始された場合にはデータがリセットされるよ
うに制御しても良いし、あるいは、データが保持されて消灯制御が繰り返し実行されるよ
うに制御するようにしても良い。
【０３２３】
　再び図２９を参照して、ステップＳ２２において、ＣＰＵ２２は、リモコン５０から入
タイマ設定情報の入力が有ったと判断した場合（ステップＳ２２においてＹＥＳ）には入
タイマモードにおける点灯時刻を設定する。当該処理により、ＣＰＵ２２は、入タイマモ
ードにおける点灯時刻が設定された場合には、当該設定された時刻における照明部３０へ
の点灯制御を実行する。例えば、設定時刻において、昼光色での全灯（調光率１００％）
に設定する。ここで、設定時刻において既に点灯状態である場合であっても入タイマモー
ドにおける点灯制御を実行することが可能である。
【０３２４】
　なお、本例においては、入タイマモードによる設定時刻において、昼光色での全灯で点
灯制御が実行されるが、これに限らず入タイマモードにおける調光率および色調をユーザ
が設定できるようにしてもよい。また、その場合、後述するお気に入り登録モードにて登
録した調光率および色調での点灯状態にて点灯するように設定できるようにしてもよい。
【０３２５】
　一方、ステップＳ２２において、リモコン５０から入タイマ設定情報の入力が無かった
と判断した場合、すなわち、リモコンから切タイマ設定情報の入力が有った場合（ステッ
プＳ２２においてＮＯ）には切タイマモードにおける消灯時刻を設定する。当該処理によ
り、ＣＰＵ２２は、切タイマモードにおける消灯時刻が設定された場合には、当該設定さ
れた時刻における照明部３０への消灯制御を実行する。ここで、設定時刻において既に消
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灯状態である場合には、特に動作は実行されない。
【０３２６】
　次に、本発明の実施の形態に従う留守タイマモードについて説明する。
　図３１は、本発明の実施の形態に従う留守タイマモードのフローを説明する図である。
【０３２７】
　図３１を参照して、まず、ＣＰＵ２２は、留守タイマモードにおける点消灯動作を規定
する留守タイマテーブルを設定する（ステップＳ９０）。具体的には、ＣＰＵ２２は、一
例としてメモリ２９に予め格納されている留守タイマテーブルを参照する。
【０３２８】
　図３２は、本発明の実施の形態に従う留守タイマターブルについて説明する図である。
　図３２を参照して、本発明の実施の形態に従う留守タイマテーブルは、設定された時間
帯における照明部３０の動作を規定するものである。ここでは、２つのパターンが示され
ており、１日目のパターンと、２日目のパターンが設けられている。
【０３２９】
　１日目のパターンは、留守タイマ制御開始時刻として時刻１８：３０に明るさとして、
調光率５０％、また色調として昼光色に設定する。なお、電球色の調光率は０％に設定す
る。また、切替時刻として時刻２１：００に明るさとして、調光率５０％、また色調とし
て電球色に設定する。なお、昼光色の調光率は０％に設定する。さらに、消灯時刻として
時刻２３：３０に消灯状態に設定する。具体的には、昼光色および電球色の調光率をとも
に０％に設定する。
【０３３０】
　２日目のパターンは、時刻１８：００に明るさとして、調光率５０％、また色調として
昼光色に設定する。なお、電球色の調光率は０％に設定する。また、時刻２０：３０に明
るさとして、調光率５０％、また色調として電球色に設定する。なお、昼光色の調光率は
０％に設定する。さらに、時刻２３：００に消灯状態に設定する。具体的には、昼光色お
よび電球色の調光率をともに０％に設定する。
【０３３１】
　なお、ここでは、２日間のパターンのみが一例として示されているが、さらに別のパタ
ーン（例えば３日目）を設けるようにすることも可能である。本例においては、例えば３
日目の場合には、再び１日目のパターンを用いることとする。
【０３３２】
　なお、上記留守タイマテーブルは、一例であり、設定されている時刻は、別の時刻とす
ることも可能であるし、さらに、明るさ、色調についても異なる状態に設定可能なように
しても良い。
【０３３３】
　例えば、「留守タイマ」ボタン６７の入力指示に従って上記で説明した入タイマ設定画
面あるいは切タイマ設定画面のような留守タイマ設定画面を表示させて、留守タイマ制御
開始時刻や切替時刻、消灯時刻、調光率等を設定可能とするようにしても良い。あるいは
、本例においては、留守タイマモードにおいて、色調を変化させる場合について説明する
が、調光率のみ経時的に変化させるように設定可能とするようにしても良い。なお、設定
に際して、本例においては、「ＵＰ」ボタン５７Ａおよび「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂを用
いて時刻を設定する場合について説明するが特に当該方式に限られず、例えば、当該ボタ
ンが無い場合であっても例えば「留守タイマ」ボタン６７の押下回数に従って表示時刻が
インクリメントされて時刻を設定可能とするようにしても良い。他の場合においても同様
である。
【０３３４】
　本例においては、１日目のパターンとして、単に昼光色を点灯して、消灯するのではな
く、その後の所定時刻に別の色調である電球色に設定する。すなわち、複数の発光部であ
る昼光色と電球色との調光率の比率を調整して色調を変化させる。それゆえ、単に点灯す
るのではなく、色調を変化させることにより、部屋の外部から見ても部屋の照明の変化が
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より認識し易くなる。例えば時間間隔を空けて照明装置１が設置された部屋の外部から観
察を繰り返す犯罪者に対しても、色調の変化の瞬間を視認させなくとも部屋の明かりの色
調が昼光色から電球色に変化したことを認識させられる。これにより、実際にユーザが照
明の色調を変える操作をしているかのように装うことができ、ユーザが在宅しているよう
にさらに見せかけてより防犯性を高めることが可能である。
【０３３５】
　また、留守タイマテーブルとして、複数のパターンを設けることにより連続して同じパ
ターンを用いるのではなく、動作が異なるパターンを用いることによりさらに防犯性を高
めることが可能となる。
【０３３６】
　また、ペット等を飼っている家などでは、飼い主であるユーザが留守の場合であっても
留守タイマテーブルに従って点灯制御が実行されるため暗闇の中でユーザの帰宅を待つ必
要は無く、ペット等に与えるストレスを軽減することも可能である。
【０３３７】
　また、リモコン５０に設けられた「留守タイマ」ボタン６７を１タッチで押下すること
により留守タイマモードに設定することが可能であるためタイマ設定の煩わしい操作が不
要であり、ユーザビリティにも優れる。
【０３３８】
再び、図３１を参照して、次に、ＣＰＵ２２は、現在時刻を確認する（ステップＳ９１）
。
【０３３９】
　そして、次に、ＣＰＵ２２は、現在時刻は留守タイマ制御開始時刻であるかどうかを判
断する（ステップＳ９２）。具体的には、例えば、現在時刻が例えば１日目のパターンの
留守タイマ制御開始時刻である時刻１８：３０となったかどうかを判断する。
【０３４０】
　ステップＳ９２において、ＣＰＵ２２は、現在時刻が留守タイマ制御開始時刻であると
判断した場合（ステップＳ９２においてＹＥＳ）には、留守タイマ制御を開始する（ステ
ップＳ９３）。例えば図３１の留守タイマテーブルに基づいて、まず、色調を昼光色とし
て調光率５０％に設定し、そして、時刻２１：００に明るさとして、調光率５０％、また
色調として電球色に設定する。さらに、時刻２３：３０に消灯状態に設定する。２日目に
ついては、２日目のパターンを用いて留守タイマ制御を実行する。
【０３４１】
　そして、次に、ＣＰＵ２２は、ステップＳ９４において留守タイマ制御開始後、入力指
示が有ったかどうかを判断する（ステップＳ９４）。
【０３４２】
　ステップＳ９４において、ＣＰＵ２２は、留守タイマ制御開始後、入力指示が有ったと
判断した場合（ステップＳ９４においてＹＥＳ）には、留守タイマモードの設定を解除す
る（ステップＳ９８）。そして、処理を終了する（リターン）。
【０３４３】
　一方、ステップＳ９２において、現在時刻が留守タイマ制御開始時刻でないと判断した
場合（ステップＳ９２においてＹＥＳ）には、ＣＰＵ２２は、入力指示が有ったかどうか
を判断する（ステップＳ９５）。
【０３４４】
　ステップＳ９５において、ＣＰＵ２２は、入力指示が有ったと判断した場合（ステップ
Ｓ９５においてＹＥＳ）には、次に、留守タイマボタンの入力指示が有ったかどうかを判
断する（ステップＳ９６）。
【０３４５】
　ステップＳ９６において、ＣＰＵ２２は、入力指示が留守タイマボタンの入力指示であ
ったと判断した場合（ステップＳ９６においてＹＥＳ）には、留守タイマモードの設定を
解除する（ステップＳ９８）。
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【０３４６】
　一方、ステップＳ９６において、ＣＰＵ２２は、入力指示が留守タイマボタンの入力指
示で無かったと判断した場合（ステップＳ９６においてＮＯ）、すなわち、それ以外の他
のボタン操作に従う入力指示であると判断した場合には、他のボタン操作に従う通常処理
を実行する（ステップＳ９７）。通常処理とは、例えば、リモコン５０の「全点灯」ボタ
ン５４を押下した場合には、ＣＰＵ２２は、全点灯制御指示の入力を受けて、ＰＷＭ制御
回路２３に対して照明部３０への全点灯制御を開始するように指示するものとする。他の
ボタン操作についても同様である。
【０３４７】
　そして、再び、ステップＳ９１に戻る。また、ステップＳ９５において、入力指示が無
かったと判断した場合（ステップＳ９５においてＮＯ）には、ステップＳ９１に戻り、同
様の処理を繰り返す。
【０３４８】
　すなわち、本発明の実施の形態に従う留守タイマモードにおいては、現在時刻を確認し
、現在時刻が留守タイマ制御開始時刻となった場合には、留守タイマテーブルに従う留守
タイマ制御を開始することが可能となる。
【０３４９】
　一方で、ＣＰＵ２２は、留守タイマ制御が開始されてから何らかの入力指示が有ったと
判断した場合には留守タイマモードの設定を解除する。例えば、留守タイマ制御が開始さ
れてからリモコン５０の「全点灯」ボタン５４を押下した場合には、留守タイマモードの
設定を解除する。なお、本例においては、留守タイマモードの設定の解除のみについて説
明しているが、当該ボタン操作に従う処理を合わせて実行するようにしても良い。例えば
、ＣＰＵ２２は、全点灯制御指示の入力を受けて、留守タイマモードの設定を解除すると
ともに、ＰＷＭ制御回路２３に対して照明部３０への全点灯制御を開始するように指示す
るようにしても良い。他のボタン操作についても同様である。また、リモコン５０のボタ
ン操作に限られず、照明装置１の操作ＳＷ４２の操作についても同様に適用可能である。
【０３５０】
　そして、留守タイマ制御開始時刻前に留守タイマ制御ボタンの入力指示が有った場合に
は留守タイマモードの設定を解除し、それ以外の他のボタン操作に従う入力指示がある場
合には、留守タイマモードの設定を解除することなく、当該ボタン操作を優先した処理を
実行する。
【０３５１】
　当該処理により、例えば、留守タイマ制御が開始された後、ユーザが帰宅してリモコン
５０を操作した場合には、帰宅したことが把握されるため留守タイマモードを終了して通
常の処理を実行することが可能である。その際、留守タイマモードの設定／解除を指示す
るためのボタンである例えば、「留守タイマ」ボタン６７を再度押下しなくても他のボタ
ン操作により留守タイマモードの設定を解除することができるためユーザの利便性に供す
る。いいかえるならば留守タイマ制御が開始された後、ユーザが帰宅する場合に、「留守
タイマ」ボタン６７を再押下することでしか留守タイマモードの設定の解除ができないと
、留守タイマモードの設定の解除（「留守タイマ」ボタン６７の再押下）のし忘れにより
不意に色調が変化したり、あるいは不意に消灯状態となる可能性が考えられるが、他のボ
タン操作でも留守タイマモードの設定が解除されるように解除条件を緩くすることにより
ユーザの利便性が向上する。
【０３５２】
　一方で、留守タイマ制御が開始される前に他のボタン操作でも留守タイマモードの設定
が解除されるように解除条件を緩くするなら、ユーザの意図に反して留守タイマモードが
解除される可能性が高くなり、ユーザの利便性が低下する。したがって、本発明の実施の
形態に従う留守タイマモードにおける処理では、「留守タイマ」ボタン６７が押下されて
留守タイマモードが設定された後であっても、留守タイマ制御が開始される前には、他の
ボタン操作によって留守タイマモードの設定が解除されず他のボタン操作に従う処理を優
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先させることによりユーザの利便性を向上させる。
【０３５３】
　なお、本例においては、ＣＰＵ２２が留守タイマ制御が開始されてから何らかの入力指
示があったと判断した場合に留守タイマモードの設定を解除しているが、留守タイマ制御
開始後に、解除が有効な特定の操作を入力した場合にのみ留守タイマモードが解除される
ようにしてもよい。具体的には、留守タイマ制御開始後に「全点灯」、「お気に入り登録
１」等の照明装置１を点灯させる入力指示があった場合にのみ留守タイマ解除がされるよ
うにしてもよい。つまり、「留守タイマ」ボタン６７以外の全ての入力指示によって留守
タイマモードの解除がされる必要はなく、留守タイマモードの解除ができない入力指示が
存在していてもよい。
【０３５４】
　なお、留守タイマモードを設定した時刻が留守タイマ制御開始時刻よりも後であるよう
な場合、例えば、ユーザが１９：００に「留守タイマ」ボタン６７を押下したような場合
には、次の日の留守タイマ制御開始時刻から留守タイマ制御を開始するようにしても良い
し、すぐに留守タイマテーブルに従って留守タイマ制御が実行されるようにしても良い。
【０３５５】
　なお、上記においてはリモコン５０からの指示に従ってタイマモードの設定が解除され
る場合について説明したが、例えば、照明装置１の操作ＳＷ４２に含まれる電源スイッチ
のスイッチをオフにした場合においてもタイマモードの設定が解除されるようにしても良
い。なお、留守タイマモードと他のモード、例えば、エコ点灯モードと組み合わせるよう
にしても良い。
【０３５６】
　なお、本例においては、「留守タイマ」ボタン６７が留守タイマモードの設定と解除の
入力指示を兼ねている場合について説明したが、留守タイマモードの設定と解除の入力手
段（例えばリモコンのボタン）を夫々別々に設け、留守タイマモード解除専用の入力手段
にて留守タイマ制御開始前の解除を行うようにしてもよい。
【０３５７】
　なお、本例においては、メモリ２９に予め格納された留守タイマテーブルを用いて留守
タイマモードを実行する場合について説明したが、例えば、留守タイマテーブルを自動学
習により作成するようにして、当該作成した留守タイマテーブルを用いるようにしても良
い。例えば、１週間（７日）単位における照明装置１の点消灯制御のタイミング等を記憶
しておき平均値を算出して、留守タイマ制御開始時刻、切替時刻、消灯時刻を自動で設定
するようにしても良い。あるいは、１週間（７日）単位における平日および休日の照明装
置１の点消灯制御のタイミング等を記憶しておき、それぞれの平均値を算出して、平日の
留守タイマ制御開始時刻、切替時刻、消灯時刻および休日の留守タイマ制御開始時刻、切
替時刻、消灯時刻を自動で設定するようにしても良い。
【０３５８】
　また、本例においては、留守タイマ制御の開始時刻はＣＰＵ２２が水晶発振子２７から
発振される発振信号に従って計測した時刻に基いて設定されているが、留守タイマ制御開
始時刻の設定方法はこれに限らず留守タイマ制御開始までの時間をユーザが設定可能なカ
ウントタイマを有する構成であってもよい。具体的には、ユーザが例えば３時間後に留守
タイマ制御を開始するように設定して入力し、ユーザの入力から３時間後に留守タイマ制
御が開始するようにすることで留守タイマ制御の開始時刻を設定してもよい。
【０３５９】
　＜明るさプラスモード＞
　次に、明るさプラスモードについて説明する。
【０３６０】
　明るさプラスモードは、調光率を１００％以上に設定するモードである。明るさプラス
モードでの点灯は、明るさプラスモードに移行する時点での色調で行われる。つまり、本
例においては、色温度の低い「電球色」から色温度の高い「昼光色」の間の一例として１
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０段階の色調の夫々で明るさプラスモードで点灯させることが可能である。
【０３６１】
　ユーザがリモコン５０の「明るさプラス」ボタン６４を押下することにより、明るさプ
ラスモードに移行する。
【０３６２】
　具体的には、照明装置１がたとえば昼光色の色調で点灯しているときに、ＣＰＵ２２は
、リモコン５０に設けられた「明るさプラス」ボタン６４の入力指示があった場合には、
明るさプラスモードを開始して、ＰＷＭ制御回路２３に対してＬＥＤモジュール３１の調
光率が１００％以上となるようにＰＷＭパルスＳ１を調整するように指示する。後述する
が、調光率１００％とする場合にＬＥＤモジュール３１に供給される電流は、ＬＥＤモジ
ュール３１の定格照度よりさらに高い照度で光を出力可能にするようにある程度のマージ
ンが設けられ、たとえばデューティ比８０％程度で設定される。したがって、マージンを
無くしてＬＥＤモジュール３１をデューティ比１００％で電流を供給することにより調光
率１００％以上の調光率に設定することが可能である。ここでは、たとえば１２５％の調
光率に設定可能であるとする。
【０３６３】
　なお、明るさプラスモードにおけるＬＥＤモジュール３１の調光率を制御する方法は上
記に限らず、ＬＥＤの駆動電流値を変化させる方法であってもよい。具体的には、調光率
１００％とする場合にＬＥＤモジュール３１の定格電流以下のたとえば８０％程度の電流
値に設定してマージンを設け、明るさプラスモードにおいてＬＥＤモジュール３１の定格
電流に近い値の電流を供給することにより１００％以上の調光率で点灯するように制御し
てもよい。また、点灯するＬＥＤモジュールの個数を変更して調光率を制御してもよい。
具体的には、調光率１００％とする場合に複数のＬＥＤ３１のうち８０％に相当する個数
のＬＥＤ３１を定格電流で点灯させ、明るさプラスモードにおいて、全てのＬＥＤ３１を
定格電流で点灯するように制御してもよい。
【０３６４】
　一方で、定格電流に近い電流は、ＬＥＤモジュール３１に過負荷となる。そこで、ＣＰ
Ｕ２２は、明るさプラスモードにおいて、次のような動作を行なう。
【０３６５】
　図３３は、本発明の実施の形態に従う明るさプラスモードのフローを説明する図である
。
【０３６６】
　当該フローは、ＣＰＵ２２がメモリ２９に格納されたプログラムを読み込むことにより
実行されるものとする。
【０３６７】
　図３３を参照して、明るさプラスモードに移行した場合、ＣＰＵ２２は、後述する設定
によってタイマで設定時間の経過を計時中であるか否かを判断する。その結果、計時中で
ない場合、すなわち、先のタイマ設定から設定時間が経過した後である場合には（ステッ
プＳ２７０でＹＥＳ）、ＣＰＵ２２は、所定時間を計時するためのタイマを設定し、計時
を開始する（ステップＳ２７２）。この所定時間は、ＬＥＤモジュール３１に過負荷とな
らないための時間であり、たとえば６０分などが該当する。この場合、ＣＰＵ２２は調光
率を１２５％に設定し、時間Ｔ１（たとえば５分）点灯させる（ステップＳ２７４）。
【０３６８】
　一方、計時中であった場合、すなわち、先の明るさプラスモードの開始から設定時間（
たとえば６０分）がまだ経過していない場合には（ステップＳ２７０でＮＯ）、ＣＰＵ２
２は調光率を１２５％に設定し、時間Ｔ１よりも短い時間Ｔ２（たとえば１秒）点灯させ
る（ステップＳ２７６）。
【０３６９】
　そして、その後、ＣＰＵ２２は、調光率が１０４％となるまで減光する（ステップＳ２
７８）。ここでの減光は、図１５のグラフに表わされた調光率の変化で行なわれるもので
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あってもよいし、図１６のグラフに表わされた調光率の変化で行なわれるものであっても
よい。
【０３７０】
　このような動作を行なうことにより一時的に昼光色の調光率を１００％以上として最大
限明るくすることにより目的に応じて視認性をさらに向上させて快適な光環境を実現する
ことを可能とすると共に、ＬＥＤモジュール３１への負荷を抑えることを可能とする。
【０３７１】
　なお、明るさプラスモードは、図７および図８におけるステップＳ１０のエコ点灯モー
ドやステップＳ１２の照度センサモードに組み合わせてもよい。
【０３７２】
　＜お気に入り登録モード＞
　次に、お気に入り登録モードについて説明する。
【０３７３】
　お気に入り登録モードは、調光率および色調を登録するモードである。
　ユーザがリモコン５０の「お気に入り登録１」ボタン７１または「お気に入り登録２」
ボタン７３を押下することにより、お気に入り登録モードに移行する。
【０３７４】
　具体的には、メモリ２９の所定領域には、現時点での調光率および色調が記憶されてい
る。たとえば上述の点灯調整モードや光環境制御モードなどにおいて、図１３～図１６の
グラフ等に表わされたような調光率や色調が自動で連続的に変化する場合がある。この場
合も、メモリ２９の所定領域には、現時点での調光率および色調が記憶されている。
【０３７５】
　このように自動で連続的に調光率および色調が変化している状態において、ＣＰＵ２２
がリモコン５０の「お気に入り登録１」ボタン７１または「お気に入り登録２」ボタン７
３の入力指示を受け付けると、その入力指示を受け付けた時点の調光率および色調を、メ
モリ２９のお気に入りボタンに応じた記憶領域に書き込む。これにより、「お気に入り１
」および「お気に入り２」のそれぞれについて、調光率および色調が登録される。
【０３７６】
　ＣＰＵ２２は、「お気に入り登録１」ボタン７１または「お気に入り登録２」ボタン７
３の入力指示に応じて調光率および色調をメモリ２９の所定領域に書き込むと、お気に入
り登録モードの動作を終了する。
【０３７７】
　自動で調光率や色調等の点灯状態が連続的に変化している途中であってユーザが好みの
点灯状態になったときに登録できない場合、再度ユーザがリモコン等で操作して当該点灯
状態を再現する必要があり、特に調光率および色調の２種類の組み合わせによる点灯状態
を登録したい場合には点灯状態を再現するための操作が煩わしく、またユーザが登録した
い好みの点灯状態を思い出せずに正確に好みの点灯状態を再現できない可能性がある。本
発明にあっては、好みの調光率または色調を再度ユーザがリモコン操作等で再現する必要
がなく、自動で連続的に点灯状態が変化している途中で登録したい調光率や色調になった
ときに「お気に入り登録１」ボタン７１または「お気に入り登録２」ボタン７３を押下す
ることにより押下した時点での点灯状態の情報を登録できるので、容易かつ確実に好みの
点灯状態を登録できユーザの利便性に供する。
【０３７８】
　なお、入力指示を受け付けた時点ですでに該当する記憶領域に調光率および色調が書き
込まれている場合には、この指示に応じて上書きしてもよい。また、デフォルト登録とし
て、予め所定の調光率および色調（たとえば、お気に入り１：昼光色５０％、電球色５０
％、お気に入り２：昼光色１００％、など）が記憶されていてもよい。
【０３７９】
　好ましくは、ＣＰＵ２２は、所定の調光率および色調の場合にはかかる入力指示を受け
付けても登録を行なわない。所定の調光率および色調としては、たとえば、常夜灯の調光
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率および色調や、明るさプラスモードでの全灯（１００％）よりも明るい調光率、などが
挙げられる。より好ましくは、このような点灯状態において「お気に入り登録１」ボタン
７１または「お気に入り登録２」ボタン７３の入力指示を受け付けた場合には、ＣＰＵ２
２は、１秒ＯＮ／０．５秒ＯＦＦを４回繰り返す、などの登録エラーを報知する点滅表示
を行なわせる。
【０３８０】
　ＣＰＵ２２は、「お気に入り１」ボタン６５または「お気に入り２」ボタン７２の入力
を受け付けると、それぞれ、「お気に入り１」または「お気に入り２」に対応したメモリ
２９の記憶領域に記憶されている調光率および色調を読み出して設定する。これにより、
ユーザが、リモコン５０の「お気に入り１」ボタン６５または「お気に入り２」ボタン７
２を押下することにより、記憶された調光率および色調にワンタッチで設定することが可
能となり、ユーザの利便性に供する。
【０３８１】
　また、上述したように、お気に入り登録モードにてメモリ２９に登録した調光率や色調
による点灯状態の情報は「お気に入り１」ボタン６５または「お気に入り２」ボタン７２
によって点灯して再生する場合での利用に限らず、光環境制御モードの我が家流設定や入
タイマモードにおいて点灯するときの点灯状態を設定する際に利用することも可能である
。
【０３８２】
　なお、上の例では、「お気に入り１」または「お気に入り２」に登録する調光率および
色調が照明装置１側のメモリ２９に記憶されるものとしている。しかしながら、リモコン
５０のＣＰＵ８６が上述のＣＰＵ２２と同様に動作することで、リモコン５０側のメモリ
８０に記憶されてもよい。
【０３８３】
　＜その他処理＞
　なお、その他の処理としてリモコン５０からの入力指示に従って各種機能を実行するこ
とが可能である。
【０３８４】
　例えば、ユーザは、リモコン５０の「おやすみ前」ボタン６６を押下することにより時
間の経過とともに、現在の昼光色あるいは電球色の調光率を夜間調光率である３０％に設
定することが可能である。
【０３８５】
　具体的には、ＣＰＵ２２は、リモコン５０に設けられた「おやすみ前」ボタン６６の入
力指示があった場合には、おやすみ前モードを開始して、ＰＷＭ制御回路２３に対してＬ
ＥＤモジュール３１あるいはＬＥＤモジュール３２の調光率が夜間調光率である３０％と
なるようにＰＷＭパルスＳ１あるいはＳ２を徐々に調整するように指示する。たとえば、
「おやすみ前」ボタン６６が押下された時点を開始時点として、図１５および図１６で説
明したのと同様に６０分後に夜間調光率３０％となるように設定する。
【０３８６】
　当該機能を用いることにより、ユーザの好みに合わせて就寝時刻を早めたいような場合
に、調光率を徐々に調整して暗くすることにより、ヒトの覚醒度を下げ、ヒトの生体リズ
ムと関係のあるメラトニン分泌の上昇を促してスムーズな入眠を促進することが可能であ
る。
【０３８７】
　また、上述したように、ユーザは、リモコン５０の「時刻設定」ボタン６８を押下する
ことにより照明装置１における現在時刻を設定することが可能となる。
【０３８８】
　なお、本例においては、リモコン５０の機能の一例について説明したものであり、他の
機能を実行するボタン等を配置して、対応する機能をＣＰＵ２２に実現するように制御す
ることも当然に可能である。
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【０３８９】
　＜ＬＥＤモジュールの点消灯制御＞
　次に、本発明の実施の形態に従うＬＥＤモジュールの点消灯制御について説明する。
【０３９０】
　本発明の実施の形態に従うＰＷＭ制御回路２３は、ＣＰＵ２２からの指示に従って、Ｌ
ＥＤモジュール３１，３２に出力するＰＷＭパルスＳ１，Ｓ２を制御する。より、具体的
には、ＰＷＭパルスＳ１のオン期間に従ってＦＥＴスイッチ３３が導通してＬＥＤモジュ
ール３１が点灯する。また、ＰＷＭパルスＳ１のオフ期間に従ってＦＥＴスイッチ３３が
非導通となっていＬＥＤモジュール３１が消灯する。
【０３９１】
　ＬＥＤモジュール３２についても同様に、ＰＷＭ制御回路２３からのＰＷＭパルスＳ２
に従ってＦＥＴスイッチ３４が導通／非導通となって点灯および消灯する。
【０３９２】
　ＣＰＵ２２は、４０ＭＨｚ（１周期２５ｎｓ）の発振信号を出力する水晶発振子２７と
接続されており、当該発振信号に同期したタイミングによる指示に従ってＰＷＭ制御回路
２３は、ＰＷＭパルスＳ１，Ｓ２を出力する。
【０３９３】
　図３４は、本発明の実施の形態に従うＰＷＭ制御回路２３から出力されるＰＷＭパルス
の生成を説明する図である。
【０３９４】
　図３４を参照して、ＰＷＭ制御回路２３から出力されるＰＷＭパルスＳ１，Ｓ２は、当
該発振信号の最小単位である１周期２５ｎｓを最小単位としてその周期個数分（ここでは
Ｚ個）に従って設定される。ここでは、点灯期間Ｔｏｎおよび消灯期間Ｔｏｆｆについて
設定される場合が示されている。
【０３９５】
　調光率１００％とする場合の点灯期間Ｔｏｎは、ＬＥＤモジュール３１，３２等に供給
される電流がＬＥＤモジュール３１，３２等の定格電流を越えないようにある程度のマー
ジンを設けて設定される。
【０３９６】
　そして、点灯期間Ｔｏｎおよび消灯期間Ｔｏｆｆを合わせた周期期間Ｔは、調光率１０
０％とする場合の点灯期間よりも幾分長く設定される。したがって、例えば、調光率１０
０％となる点灯期間よりも幾分長く点灯期間Ｔｏｎを設定することが可能となり、ＬＥＤ
モジュール３１，３２等に定格電流に近い値の電流を供給することにより１００％以上の
調光率に設定することも可能である（明るさプラスモード）。
【０３９７】
　図３５は、本発明の実施の形態に従うＰＷＭ制御回路２３から出力されるＰＷＭパルス
Ｓ１，Ｓ２を調整する場合のタイミングチャート図である。
【０３９８】
　図３５を参照して、ＰＷＭ制御回路２３は、ＬＥＤモジュール３１，３２を相補的に（
すなわち、両者のオンデューティが合計で１００％となるように）点消灯させる点灯期間
Ｔｏｎと、ＬＥＤモジュール３１，３２の両方を消灯させる消灯期間Ｔｏｆｆとを有する
ように周期期間Ｔが設定されて、ＬＥＤモジュール３１，３２の周期的な点消灯制御を実
行する。また、ＰＷＭ制御回路２３は、点灯期間Ｔｏｎ内におけるＬＥＤモジュール３１
の点灯期間Ｔ１とＬＥＤモジュール３２の点灯期間Ｔ２との比率を可変制御する。
【０３９９】
　図３５（Ａ）～（Ｄ）においては、光環境制御における早朝動作（期間ｔＡ）における
ＰＷＭパルスＳ１，Ｓ２の調整が示されている。
【０４００】
　図３５（Ａ）においては、初期状態において、ＰＷＭパルスＳ２の点灯期間Ｔｏｎのみ
に従い調光率を３０％に設定する場合が示されている。なお、この場合には、ＰＷＭパル
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スＳ１は常に「Ｌ」レベルに設定されている。すなわち、ＬＥＤモジュール３１は消灯状
態である。
【０４０１】
　そして、図３５（Ｂ）～（Ｄ）に示されるように周期期間Ｔにおける全体の点灯期間Ｔ
ｏｎ（点灯期間Ｔ１＋Ｔ２）のデューティ比を調整することにより調光率を線形に調整す
る場合が示されている。
【０４０２】
　また、全体の調光率に対する各ＬＥＤの調光率は、上述した式（６）および（７）に基
づいて算出され、当該算出結果に従って、点灯期間Ｔｏｎにおける各ＬＥＤモジュールの
点灯期間Ｔ１，Ｔ２が調整される。
【０４０３】
　したがって、上述したように、当該ＰＷＭパルスの調整に従って全体の調光率を線形に
変化させることによりヒトに違和感あるいは不快感を生じさせることなく調光率を調整す
ることが可能である。
【０４０４】
　＜ＬＥＤモジュールの出力特性のばらつき調整＞
　上記においては、周期期間Ｔにおける全体の点灯期間Ｔｏｎのデューティ比を調整して
、ＬＥＤモジュール３１，３２全体の調光率を線形に変化させる場合について説明したが
、ＬＥＤモジュール３１，３２の出力特性のばらつきにより実際の全体の調光率と異なる
場合がある。
【０４０５】
　図３６は、本発明の実施の形態に従うＰＷＭパルスの周期期間Ｔにおける点灯期間Ｔｏ
ｎのデューティ比を調整した場合におけるＬＥＤモジュール３１，３２の調光率の変化を
説明する図である。
【０４０６】
　図３６を参照して、理想的には、ＰＷＭパルスの周期期間Ｔにおける点灯期間Ｔｏｎの
デューティ比を線形に変化させた場合に調光率は線形に変化することが望ましい。一般的
には、ＰＷＭパルスのデューティ比は、ＰＷＭパルスのデューティ比を１００％にした場
合の調光率を１００％とした線形の出力特性線（理想）に従って算出される。
【０４０７】
　しかしながら、実際のＬＥＤモジュール３１，３２の調光率の出力特性線は、図示され
るように理想的な出力特性線とは異なる。
【０４０８】
　したがって、調光率に応じたＰＷＭパルスのデューティ比を算出するにあたり、理想的
な出力特性線によりデューティ比を設定した場合には所望の調光率と異なる調光率に設定
されている可能性がある。
【０４０９】
　図３７は、本発明の実施の形態に従うＬＥＤモジュール３１（昼光色ＬＥＤ）に対して
実際に計測した調光率とＰＷＭパルス値との関係を説明する図である。
【０４１０】
　図３７を参照して、ここでは、縦軸がＰＷＭパルス値（周期個数）、横軸が調光率（％
）とした場合の出力特性線が示されている。
【０４１１】
　本例においては、一例としてＰＷＭパルス値が１６７０の場合に点灯期間Ｔｏｎのデュ
ーティ比が１００％に設定されるものとする。
【０４１２】
　図３８は、本発明の実施の形態に従うＬＥＤモジュール３２（電球色ＬＥＤ）に対して
実際に計測した調光率とＰＷＭパルス値との関係を説明する図である。
【０４１３】
　図３８を参照して、ここでは、縦軸がＰＷＭパルス値（周期個数）、横軸が調光率（％
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）とした場合の出力特性線が示されている。
【０４１４】
　図３９は、ＬＥＤモジュール３１，３２の出力特性線の近似式を説明する図である。
　図３９を参照して、図３７のＬＥＤモジュール３１の出力特性線に従う昼光色ＬＥＤの
近似式と、図３８のＬＥＤモジュール３２の出力特性線に従う電球色ＬＥＤの近似式とが
示されている。
【０４１５】
　ここでは、昼光色ＬＥＤの近似式に関して、図３７で示される出力特性線に従う調光率
を４つの領域に分割して、それぞれの領域における近似式を算出した場合が示されている
。一例として、「調光率０～６０．０％」、「調光率６０．１％～９１．０％」、「調光
率９１．１％～９８．０％」、「調光率９８．１％～１００．０％」に分割した場合が示
されている。そして、ここでは、さらに近似式をＣＰＵ２２での処理を容易にするために
演算式に変形した場合が示されている。ＣＰＵ２２は、当該演算式を用いて変数に所望の
調光率を入力することにより実際のＬＥＤモジュール３１の出力特性線に従う所望のＰＷ
Ｍパルス値を算出することが可能となる。
【０４１６】
　同様に、昼光色ＬＥＤの近似式に関して、図３８で示される出力特性線に従う調光率を
４つの領域に分割して、それぞれの領域における近似式を算出した場合が示されている。
一例として、「調光率０～８２．５％」、「調光率８２．６％～９７．０％」、「調光率
９７．１％～９９．９％」、「調光率１００％」に分割した場合が示されている。そして
、ここでは、さらに近似式をＣＰＵ２２での処理を容易にするために演算式に変形した場
合が示されている。ＣＰＵ２２は、当該演算式を用いて変数に所望の調光率を入力するこ
とにより実際のＬＥＤモジュール３２の出力特性線に従う所望のＰＷＭパルス値を算出す
ることが可能となる。なお、図３７，３８においては、当該演算式を用いた近似特性線が
太線で示されている。
【０４１７】
　すなわち、当該演算式に基づいて調光率に応じたＰＷＭパルス値すなわちＰＷＭパルス
のデューティ比を算出することにより、所望の調光率に設定することが可能となる。した
がって、精度の高い調光が可能となり、ＬＥＤモジュールの出力特性のばらつきを考慮し
たより快適な光環境を実現することが可能となる。
【０４１８】
　なお、図３８の出力特性線に示されているようにＰＷＭパルス値を１６７０とする前、
すなわち点灯期間Ｔｏｎのデューティ比を１００％とする前に調光率が１００％となるこ
とが示されている。
【０４１９】
　したがって、図３９の近似式においては、調光率９９．９％までは調光率が１００％を
越えるまでの出力特性線に従って近似式を算出した場合が示されている。そして、調光率
が１００．０％の場合には、ＰＷＭパルス値を１６７０とする場合が示されている。すな
わち、必要な出力特性線のみを用いて近似式を算出する。これにより、例えば、本例にお
いては、不必要にＰＷＭパルス値の値を高くする必要が無くデューティ比を抑えることに
より消費電力を低減することも可能である。
【０４２０】
　図４０は、本発明の実施の形態に従うＬＥＤモジュール３１の出力特性のばらつきを考
慮したＰＷＭパルスの出力を説明するフロー図である。
【０４２１】
　当該フローは、ＣＰＵ２２がメモリ２９に格納されたプログラムを読み込むことにより
実行されるものとする。
【０４２２】
　図４０を参照して、ＣＰＵ２２は、調光率が０％～６０．０％の範囲内であるかどうか
を判断する（ステップＳ７０）。
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【０４２３】
　次に、ＣＰＵ２２は、調光率が０％～６０．０％の範囲内であると判断した場合（ステ
ップＳ７０においてＹＥＳ）には、演算式（１１）に基づいてＰＷＭパルス値を算出する
。そして、算出されたＰＷＭパルス値に基づいてＰＷＭパルスが出力される。そして、再
びステップＳ７０に戻る。
【０４２４】
　また、ＣＰＵ２２は、調光率が０％～６０．０％の範囲内でないと判断した場合（ステ
ップＳ７０においてＮＯ）には、次に、調光率が６０．１％～９１．０％の範囲内である
かどうかを判断する（ステップＳ７６）。ステップＳ７６において、ＣＰＵ２２は、調光
率が６０．１％～９１．０％の範囲内であると判断した場合には、演算式（１２）に基づ
いてＰＷＭパルス値を算出する（ステップＳ７８）。そして、算出されたＰＷＭパルス値
に基づいてＰＷＭパルスが出力される。そして、再びステップＳ７０に戻る。
【０４２５】
　また、ＣＰＵ２２は、調光率が０％～６０．０％の範囲内でないと判断した場合（ステ
ップＳ７０においてＮＯ）には、次に、調光率が９１．１％～９８．０％の範囲内である
かどうかを判断する（ステップＳ８０）。ステップＳ８０において、ＣＰＵ２２は、調光
率が９１．１％～９８．０％の範囲内であると判断した場合には、演算式（１３）に基づ
いてＰＷＭパルス値を算出する。そして、算出されたＰＷＭパルス値に基づいてＰＷＭパ
ルスが出力される。そして、再びステップＳ７０に戻る。
【０４２６】
　また、ＣＰＵ２２は、調光率が９１．１％～９８．０％の範囲内でないと判断した場合
（ステップＳ８０においてＮＯ）には、次に、調光率が９８．１％～１００．０％の範囲
内であるかどうかを判断する（ステップＳ８４）。ステップＳ８４において、ＣＰＵ２２
は、調光率が９８．１％～１００．０％の範囲内であると判断した場合には、演算式（１
４）に基づいてＰＷＭパルス値を算出する。そして、算出されたＰＷＭパルス値に基づい
てＰＷＭパルスが出力される。そして、再びステップＳ７０に戻る。ステップＳ８４にお
いて、ＣＰＵ２２は、調光率が９８．１％～１００．０％の範囲内でないと判断した場合
には、ステップＳ７０に戻る。
【０４２７】
　なお、本例においては、ＬＥＤモジュール３１の出力特性のばらつきを考慮したＰＷＭ
パルスＳ１の出力について説明したがＬＥＤモジュール３２の出力特性のばらつきを考慮
したＰＷＭパルスＳ２の出力においても同様の方式を実行することが可能である。
【０４２８】
　当該処理により、上述したように当該演算式に基づいて調光率に応じたＰＷＭパルス値
すなわちＰＷＭパルスのデューティ比を算出することが可能となり、所望の調光率に設定
して、ＬＥＤモジュールの出力特性のばらつきを考慮した、より快適な光環境を実現する
ことが可能となる。
【０４２９】
　なお、本例においては、近似式を算出して、ＬＥＤモジュールの出力特性のばらつきを
考慮したＰＷＭパルスの出力を算出する場合について説明したが、特にこれに限られず、
例えば、上述の出力特性線に従って、ＰＷＭパルス値と調光率との１対１の対応関係が記
憶された対応テーブルを用いるようにしても良い。
【０４３０】
　なお、以上の説明では、照明装置１が水晶発振子２７を備えて、ＣＰＵ２２が水晶発振
子２７からの発振信号に従って時刻を正確に計測して光環境制御モード等における制御を
行なうものとしている。しかしながら、水晶発振子２７は電源回路１０から電圧が供給さ
れることで発振信号を出力するものであるため、操作ＳＷ４２に含まれた図示しない電源
スイッチの操作によって電圧の供給が遮断されるとＣＰＵ２２での時刻の計測が不可とな
ってしまう。その場合、次に電源スイッチの操作によって電圧の供給が開始されたときに
時刻合わせをすることでＣＰＵ２２での時刻の計測が再開されるものではあるが、リモコ
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ン５０からコマンド送信処理によって照明装置１が現在時刻を得るようにしてもよい。以
下に、リモコン５０でのコマンド送信処理を説明する。
【０４３１】
　図４１は、本発明の実施の形態に従うリモコン５０でのコマンド送信処理を説明するフ
ロー図である。
【０４３２】
　当該フローは、ＣＰＵ８６がメモリ８０に格納されたプログラムを読み込むことにより
実行されるものとする。
【０４３３】
　図４１を参照して、リモコン５０のＣＰＵ８６は、「光環境制御」ボタン５８が押され
たことを示す操作信号の入力を受けると（ステップＳ２００においてＹＥＳ）、信号送信
部８４に光環境制御モード指示の送信信号（コマンド）を赤外線投光部８７に出力させる
。このとき、ＣＰＵ８６は、水晶発振子８５からの発振信号に従って時刻を計測して、当
該コマンドと共に現在時刻を示す信号も赤外線投光部８７に出力する（ステップＳ２０２
）。
【０４３４】
　一方、「光環境制御」ボタン５８が押されていない場合（ステップＳ２００においてＮ
Ｏ）には、次に、タイマの指示入力が有ったかどうかを判断する（ステップＳ２０４）。
【０４３５】
　具体的には、「留守タイマ」ボタン６７、「切タイマ」ボタン７４、「入タイマ」ボタ
ン７５のいずれかの指示入力が有ったかどうかを判断する。
【０４３６】
　タイマの指示入力、すなわち、「留守タイマ」ボタン６７、「切タイマ」ボタン７４、
「入タイマ」ボタン７５のいずれかの操作信号の入力を受けると（ステップＳ２００にお
いてＮＯ、かつステップＳ２０４においてＹＥＳ）、信号送信部８４にタイマ設定指示の
送信信号（コマンド）を赤外線投光部８７に出力させる。ここで示すタイマ設定指示とは
、上述したように「留守タイマ」ボタン６７の操作の場合には、留守タイマ制御指示であ
り、「切タイマ」ボタン７４の操作の場合には、切タイマ設定情報である。また、「入タ
イマ」ボタン７５の操作の場合には入タイマ設定情報である。なお、「切タイマ」ボタン
７４、「入タイマ」ボタン７５の１回目の操作の際には、それぞれ切タイマ設定、入タイ
マ設定における動作が開始され、切タイマ設定画面、入タイマ設定画面が表示される。こ
こで言う、「切タイマ」ボタン７４、「入タイマ」ボタン７５に関するタイマの指示入力
は、２回目の「切タイマ」ボタン７４、「入タイマ」ボタン７５の操作を指すものとする
。
【０４３７】
　このとき、ＣＰＵ８６は、水晶発振子８５からの発振信号に従って時刻を計測して、当
該コマンドと共に現在時刻を示す信号も赤外線投光部８７に出力する（ステップＳ２０６
）。
【０４３８】
　入力された操作信号が「光環境制御」ボタン５８の操作によるものでもタイマの指示入
力でもない場合には（ステップＳ２００においてＮＯ、かつステップＳ２０４においてＮ
Ｏ）、信号送信部８４に操作信号に応じた送信信号（コマンド）を赤外線投光部８７に出
力させる（ステップＳ２０８）。このときには現在時刻を示す信号は出力しない。
【０４３９】
　その後、信号送信部８４はＣＰＵ８６からの指示に従う送信信号を赤外線投光部８７に
出力し、赤外線投光部８７から赤外線信号が照明装置１に出力される（ステップＳ２１０
）。
【０４４０】
　なお、本例は照明装置１での制御モードのうちの時刻に応じて照明状態が異なる制御モ
ードが光環境制御モードとタイマモードとであるものとしているが、その他の制御モード
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が時刻に応じて照明状態が異なる制御モードに含まれる場合には、当該モードが選択され
た場合にも、制御用コマンドと共に現在時刻を示す信号を出力してもよい。
【０４４１】
　また、本例では、ＣＰＵ８６が水晶発振子８５からの発振信号に基づいた現在時刻を示
す信号を出力するものとしているが、リモコン５０には水晶発振子８５が含まれず、「時
刻設定」ボタン６８や「ＵＰ」ボタン５７Ａおよび／または「ＤＯＷＮ」ボタン５７Ｂな
どが押下されることによって受け付ける時刻の入力に基づいた現在時刻を示す信号を出力
してもよい。
【０４４２】
　当該動作により、照明装置１の電源スイッチの操作によって電圧の供給が遮断されて照
明装置１のＣＰＵ２２での時刻の計測が不可となった場合であって、次に、時刻情報を必
要とするモードの起動がリモコン５０から指示された場合であっても、照明装置１に対し
て時刻合わせのための操作を行なうことなくリモコン５０からの時刻情報によって当該モ
ードが稼動することになる。
【０４４３】
　さらに、当該動作においては、時刻情報を必要とするモードの起動を指示する場合に時
刻情報が送信され、そうでない指示の場合には時刻情報が送信されないようにするため、
リモコン５０から出力する情報量を抑えることができる。これにより、通信に必要なリモ
コン５０での消費電力を抑えることができる。
【０４４４】
　なお、コンピュータを機能させて、上述のフローで説明したような制御を実行させるプ
ログラムを提供することもできる。このようなプログラムは、コンピュータに付属するフ
レキシブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disk-Read Only Memory）、ＲＯＭ（Read 
Only Memory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）およびメモリカードなどの一時的でな
いコンピュータ読取り可能な記録媒体にて記録させて、プログラム製品として提供するこ
ともできる。あるいは、コンピュータに内蔵するハードディスクなどの記録媒体にて記録
させて、プログラムを提供することもできる。また、ネットワークを介したダウンロード
によって、プログラムを提供することもできる。
【０４４５】
　なお、プログラムは、コンピュータのオペレーティングシステム（ＯＳ）の一部として
提供されるプログラムモジュールのうち、必要なモジュールを所定の配列で所定のタイミ
ングで呼出して処理を実行させるものであってもよい。その場合、プログラム自体には上
記モジュールが含まれずＯＳと協働して処理が実行される。このようなモジュールを含ま
ないプログラムも、本発明にかかるプログラムに含まれ得る。
【０４４６】
　また、本発明にかかるプログラムは他のプログラムの一部に組込まれて提供されるもの
であってもよい。その場合にも、プログラム自体には上記他のプログラムに含まれるモジ
ュールが含まれず、他のプログラムと協働して処理が実行される。このような他のプログ
ラムに組込まれたプログラムも、本発明にかかるプログラムに含まれ得る。
【０４４７】
　提供されるプログラム製品は、ハードディスクなどのプログラム格納部にインストール
されて実行される。なお、プログラム製品は、プログラム自体と、プログラムが記録され
た記録媒体とを含む。
【０４４８】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【符号の説明】
【０４４９】
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　１　照明装置、２　シャーシ、８，９　カバー、１０，５１　電源回路、２０　照明制
御部、２１，８１　制御電源供給回路、２２，８６　ＣＰＵ、２３　ＰＷＭ制御回路、２
５　信号受信部、２６，８３　ＳＷ入力部、２７，８５　水晶発振子、２８　照度センサ
、２９，８０　メモリ、３０　照明部、３１，３２　ＬＥＤモジュール、３３，３４　Ｆ
ＥＴスイッチ、４０，５６　インタフェース部、４１　赤外線受光部、４２，８８　操作
ＳＷ、５０　リモコン、５２　液晶パネル、５５　リモコン制御部、８２　液晶駆動回路
、８４　信号送信部、８７　赤外線投光部。
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